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はじめに 
 近年、我が国では、少子高齢化、高度情報化、国際化など、急激に社会が変化する中で、
教育をめぐっては、子どもたちの学ぶ意欲や学力・体力の低下、家庭や地域の教育力の低
下など多くの面で課題が指摘されており、若者の雇用問題も深刻化しています。 
 このような中、平成18年12月に教育基本法が改正され、「生涯学習の理念」や「家庭教育」、
「学校、家庭、地域住民等の連携協力」等が新たに規定されました。 
 また、この改正教育基本法の趣旨を踏まえ、平成20年６月には社会教育法が改正され、
国や地方公共団体の任務として「学校、家庭、地域住民その他関係者相互間の連携及び協
力の促進」が追加になったほか、教育委員会が行う事務に、現在文部科学省が推進してい
る「家庭教育に関する情報提供」、「放課後子どもプラン」、「学校支援地域本部」等の事業
の実施が新たに加わりました。 
 さらに、改正教育基本法に基づき平成20年７月に策定された国の教育振興基本計画にお
いても、今後５年間中心的に取り組む事業に、「地域ぐるみで学校を支援し、子どもたちを
はぐくむ活動の推進」や、「放課後や週末の子どもたちの体験・交流等の場づくり」、「子育
てに関する学習機会の提供など家庭の教育力の向上に向けた総合的な取組の推進」等が盛
り込まれています。 
 こうした学校・家庭・地域の連携協力を強化し、社会全体の教育力の向上を目指す事業
を実施するためには、社会教育関係者はもとより、実施する事業において関係する地域人
材等の連携のための調整を行い、さらに関係者の具体的な活動を触発していく「コーディ
ネーター」の存在が不可欠であり、その養成・資質向上は喫緊の課題となっています。 
 このような状況を踏まえ、国立教育政策研究所社会教育実践研究センターでは、平成19
年度から「社会教育を推進するコーディネーターの役割及び資質向上に関する調査研究」
に着手し、昨年度は、全国的なコーディネーターの配置状況等に関する実態調査及び先導
的なコーディネーターのケーススタディを実施し、それらの結果を踏まえコーディネータ
ーに必要な資質・能力を検討するとともに、コーディネーター養成プログラムの構造モデ
ルの研究開発を行いました。 
 平成20年度は、昨年度研究開発した構造モデルに基づき、家庭教育支援、学校教育支援、
地域プラットフォームの３つの領域について実証的なコーディネーター養成研修を実施し、
社会教育を推進するコーディネーター養成のためのモデル研修プログラムの研究開発を行
いました。 
 本報告書が、社会教育を推進するコーディネーター養成研修の企画・立案の際に活用さ
れ、社会全体の教育力の向上の一助となれば幸いです。 
 おわりに、本調査研究の実施に当たり、熱心にご指導いただきました讃岐幸治委員長を
はじめ委員各位に感謝申し上げますとともに、実証研究にご協力いただきました新潟県、
島根県、福岡県の教育委員会等関係者の皆様に厚くお礼申し上げます。 
 
平成21年３月 
国立政策研究所                 
社会教育実践研究センター長  馬場 祐次朗  
－ ⅰ －
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第１章 調査研究の概要 
１ 調査研究の目的 
社会教育を推進し、学習を支援するコーディネーターの資質・能力の向上に関する研
修プログラムの開発を行う。 
 
２ 調査研究事項 
（１）コーディネーターの資質・能力向上のための研修プログラムについて 
（２）効果的な研修プログラムの在り方について 
 
３ 調査研究方法 
（１）実証研究事業の実施 
下記の３か所において実施した。（詳細は第２章参照） 
① 新潟県立生涯学習推進センター 
・事業名：家庭教育支援者ステップアップ研修会 
② 島根県教育委員会事務局生涯学習課 
・事業名：地域コーディネーター養成講座 
③ 福岡県教育庁教育企画部社会教育課 
・事業名：ふくおか高齢者はつらつ活動拠点事業 コーディネーター研修 
（２）実証研究事業の成果を踏まえた検討 
 
４ 調査研究組織 
学識経験者、社会教育行政関係者により構成する「社会教育を推進するコーディネー
ターの役割及び資質向上に関する調査研究委員会」を設置し、調査研究を行った。調査
研究委員は、次のとおりである。 
浅井 経子  八洲学園大学教授 
井浦 政義  福岡県教育庁教育企画部社会教育課社会教育班長 
坂本  登  常磐大学教授 
佐久間 章  札幌国際大学准教授 
○讃岐 幸治  放送大学愛媛学習センター所長・愛媛大学名誉教授 
土江 博昭  島根県雲南市教育委員会教育長 
若月 信久  新潟県立生涯学習推進センター学習振興課副参事 
（以上五十音順 ○は委員長） 
馬場祐次朗  国立教育政策研究所社会教育実践研究センター長 
上田 裕司  国立教育政策研究所社会教育実践研究センター社会教育調査官 
稲葉  隆  国立教育政策研究所社会教育実践研究センター専門調査員 
（委員の所属等は平成21年３月現在） 
なお、実証研究事業実施に伴う調査研究協力担当者は下記のとおりである。 
渡辺 亜紀  新潟県立生涯学習推進センター学習振興課社会教育主事 
横田  康  島根県教育委員会事務局生涯学習課社会教育主事 
肘井 俊広  福岡県新社会推進部社会活動推進課生涯学習室事務主査 
（所属等は平成21年３月現在） 
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第２章 実証研究事業の概要と評価 
第１節 実証研究の概要 
 
１ 実証研究の目的 
平成19年度の調査研究報告書で示した「コーディネーターに必要な資質・能力」、「コ
ーディネーター養成プログラムの構造モデル」を実践的に検証し、その結果を踏まえて、
コーディネーターの資質・能力の向上に関する研修プログラムを開発するために、家庭
教育支援、学校支援、地域プラットフォームの３つの領域のコーディネーター養成研修
を実証研究事業として実施した。 
 
２ 実証研究事業の実施 
下記の３か所において実施した。 
（１）新潟県立生涯学習推進センター 
・事業名：家庭教育支援者ステップアップ研修会 
（２）島根県教育委員会事務局生涯学習課 
・事業名：地域コーディネーター養成講座 
（３）福岡県教育庁教育企画部社会教育課 
・事業名：ふくおか高齢者はつらつ活動拠点事業 コーディネーター研修 
 
３ 実証研究の方法 
（１）実証研究事業のプログラムの立案の視点と方法 
平成19年度の調査研究報告書で示した「コーディネーターに必要な資質・能力」、「コ
ーディネーター養成プログラムの構造モデル」（【表２－１】）の研修プログラムの構成
要素をもとに、家庭教育支援、学校支援、地域プラットフォームの３つの領域のコー
ディネーター養成研修をそれぞれの地域の実態を踏まえて企画・構成し、実施した。 
特に、モデルプログラムの開発に必要となる下記の４点を重点的に検証した。 
① プログラム全体の構成・編成の視点 
  ・学習テーマ（構造モデルの要素）の組み合わせの考え方を含む 
② 学習方法選択の視点 
③ テーマ、内容、学習方法と講師の選択の考え方 
④ 事業目標の達成度を評価する視点及び方法 
 
（２）実証研究事業のプログラムの評価の視点と方法 
「コーディネーター養成という事業目標の達成度の測定」と「研修プログラムの企
画立案のポイント等の抽出」の２点を評価の視点とした。 
「コーディネーター養成という事業目標の達成度の測定」は、それぞれの個々の研
修テーマ毎に、「目標への接近」「具体性」「心構え」「知識・スキル」「応用力」の５項
目について、【表２－２】の受講者アンケートを実施した。 
「研修プログラムの企画立案のポイント等の抽出」は、受講者の意見等を【表２－
２】で把握するとともに、その結果も踏まえつつ企画立案者（実施主体）の自己評価
を各回で行うとともに、（1）で挙げた４点の企画立案時の意図について評価・考察す
る【表２－３、４】こととした。 
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【表２－１】平成19年度の調査研究報告書で示した「コーディネーターに必要な資質・能
力」、「コーディネーター養成プログラムの構造モデル」 
資質・能力 
の領域 
学習テーマ
番号 
学習テーマ 主な学習内容（主な学習方法）の例 
１Ａ 生涯学習・社会教育の基礎 社会教育の意義、学習者の特性、コミュニティ形成と生涯学習など（講義）
１Ｂ 当該地域（例：○○市）の
生涯学習施策・社会教育 
○○市の社会教育の取組、生涯学習施策（講義等）人権についての基
礎（講義、参加型学習等） 
１Ｃ 人権教育 人権についての基礎（講義、参加型学習等） 
１Ｄ 個人情報保護と情報公開 プライバシーの保護、守秘義務、個人情報保護、情報公開についての
基礎、関係法規について（講義） 
１．基礎領域 
１Ｅ PDCA サイクルと評価 目標設定と評価の方法（講義、演習等） 
２Ａ コーディネーターの役割 ○○市におけるコーディネーターの役割と任務、活動の範囲（講義）２．コーディネー
ト技法 ２Ｂ コーディネート技法 コーディネート・スキル（演習等による例題の訓練） 
３Ａ  地域情報の収集法 地域情報の種類、情報源情報について、地域情報の収集のコツ（演習、
実践事例紹介等） 
３．地域情報の収
集・組織化・提
供 ３Ｂ  地域情報の組織化と提供 収集した地域情報の分類・整理法、活用法（演習） 
４Ａ コミュニケーション論 傾聴、共感、提案、説得等についてのコミュニケーション・スキルの
理論（講義） 
４．コミュニケー
ション・スキル 
４Ｂ カウンセリング・スキル 非指示的なカウンセリング・スキル（ロールプレイング等） 
５Ａ 企画・設計・デザイン シナリオ・プランニング等を導入した戦略的なプランニング・スキル
（演習） 
５Ｂ ネットワーク論 ネットワーク形成、連携等（講義、実践事例紹介等） 
５Ｃ ネットワーク診断スキル ネットワーク診断スキル（演習） 
５Ｄ 学習相談 学習相談の基礎（講義） 
５．関連領域 
５Ｅ 活動領域の基礎的事項（選
択） 
生涯学習支援、地域の教育力支援、学校教育支援、家庭教育支援、体
験活動・ボランティア活動、職業教育支援、男女共同参画学習等（講
義・演習等） 
 
【表２－２】受講者アンケート 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成20年度　地域コーディネーター養成講座　アンケート
平成２０年　　月　　日(　)
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＜今日一日の研修について、印象に残ったことなどがありましたら御記入ください。＞
【心構え】 【知識・スキル】 【応用力】
コーディネート技法
　～コーディネーターのスキルアップ～
あなたがコー
ディネーターとし
て活動するイ
メージを思い描
くことができまし
たか。
コーディネー
ターの仕事の例
を思い浮かべる
ことができまし
たか。
コーディネー
ターになるため
の心構えができ
たと思います
か。
期
　
　
　
　
　
日
　　　　　　　　　　　　　　　　質問項目
研修テーマ・内容
講義
コーディネー
ターになったと
きに生かすこと
ができそうです
か。
今日の研修を受講して…
 
 
月
 
 
日
講義
コーディネーターの役割
　～コーディネーターの基礎・基本～
感想やお気づきの点等
○このアンケートはあなた御自身あるいはあなたの学習について評価するものではありませんので、安心してお答えください。
○各研修テーマについて、５段階の評定（１～５）をそれぞれの欄に記入してください。なお、内容や進め方等で感想やお気づきの点等がありましたら記入をしてくださ
い
イ ウ エ オ
コーディネー
ターとして役立
つ知識やスキル
を身につけるこ
とができました
か。
ア
【目標への接近】 【具体性】
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【表２－３】個々の研修テーマにおける実施主体の評価シート 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【表２－４】個々の研修テーマにおける実施主体の評価シート 
 
 
 
 
1
2
3
4
＜全体を総合的に振り返って　コーディネーター養成研修プログラム企画立案のポイントや方向性等＞
学習方法の選択（使
い分け）の視点
テーマ、内容、学習
方法と講師の選択の
考え方
「コーディネーターを
養成する」という事業
目標の達成度を評
価する際の視点及び
方法
項　　目 企画・立案時の考え方・取り組み方 実施して明らかになった具体的なポイントや改善の方向性
プログラム全体の構
成・編成の視点
＜事業実践から導かれたコーディネーター養成研修プログラム企画立案のポイント等＞
平成２０年度　社会教育を推進するコーディネーターの役割及び資質向上に関する調査研究　実証研究事業　評価シート（事業全体）
県　　名
研修事業名
第 回 月 日 （ ） 時 分から 時 分まで
：
：
：
： 計 人 内訳 男性 人 女性 人
：
研修事業名
心構え
県　　名
具体性
②構造モデルの具体 ⑤プログラム構成の検証
平成２０年度　社会教育を推進するコーディネーターの役割及び資質向上に関する調査研究　実証研究事業　評価シート（各回）
知識・
スキル
(1)　テーマ
(2)　講師等
(3)　会　場
(4)　受講者数
(5)　この回のねらい（教育意図・学習目標）
(6)　この回の研修プログラムの構成要素と主要な内容及び評価
③受講者アンケートの平均値
研修プログラム検証・開発に関して、
特に注目すべき意見・感想・指摘等
④受講者アンケートから①構造モデルの位置付け
学習テー
マ番号 学習テーマ 主な学習内容と学習方法
学習テーマの組み合わせの妥当性・
課題等応用力
目標への
接近
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第２節 家庭教育支援のコーディネーター 
 
家庭教育支援者ステップアップ研修会 
（新潟県立生涯学習推進センター） 
 
１ 事業の概要 
（１）事業名 
家庭教育支援者ステップアップ研修会 
 
（２）事業の趣旨 
家庭教育支援のための先進的な事例研究やコーディネート技法の習得など、必要な
専門的事項について研修し、地域で活躍する家庭教育・子育て支援リーダーの資質向
上を図る。また、地域では家庭教育支援の取組が進むよう、家庭教育支援の核となる
人材を養成する。 
 
（３）実施日・回数 
第１回 平成20年８月28日（木） 
第２回 平成20年９月10日（水） 
第３回 平成20年９月17日（水） 
第４回 平成20年10月30日（木）・31日（金） ２日連続 
第５回 平成20年11月５日（水） 
 
（４）対象 
・新潟県主催の家庭教育サポーター養成研修会を修了し、現在家庭教育や子育て支
援の活動をしている方 
・新潟県内市町村の子育て支援行政担当職員 
・活動実績のある新潟県内子育てサークルなどのリーダー 
・新潟県内小中学校のＰＴＡ役員など 
 
（５）受講者数 
  内訳 
 
受講者数
計 
県主催家庭教育
サポーター全養
成研修会を修了
し、現在家庭教
育支援等の活動
をしている方 
新潟県内市町村
の子育て支援行
政担当職員 
活動実績のある
新潟県内子育て
サークルなどの
リーダー 
新潟県内小中学
校のＰＴＡ役員 
第１回 ３１名 ２０名 ８名 １名 ２名 
第２回 ３０名 １９名 ７名 ２名 ２名 
第３回 ２９名 ２０名 ６名 ２名 １名 
第４回 ３０名 １８名 ８名 ２名 ２名 
第５回 ３１名 １９名 ８名 ２名 ２名 
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（６）テーマ・内容・研修プログラム 
回 月日 10:00                12:00 13:00   14:00            16:00
１ 
８
月
28
日 
㈭  
開  
 
講  
 
式  
＜講義＞ 
「家庭教育と社会教育～家庭・家族の諸問
題～」 
講師：中央大学教授 広岡守穂  
 
［生涯学習・社会教育の基礎、活動領域の
基礎的事項］  
＜講義＞ 
「 家 庭 教 育 支
援 上 配 慮 す べ
き 人 権 意 識 を
知る」 
講師： 
県 福 祉 保 健 部
人権啓発室長
佐藤敏雄
 
［人権教育］ 
＜事例研究＞ 
「多用なニーズに応える支援」
事例発表者：  
ＮＰＯ法人マミーズネッ
ト理事長 中條美奈子  
 
［当該地域の生涯学習施策・社
会教育、ネットワーク論］ 
ふ
り
か
え
り
２ 
９
月
10
日 
㈬ 
＜講義＞ 
「コーディネーターの役割と任務、活動の役割
を知る」  
講師：渋谷区青少年教育コーディネーター
相川良子  
 
［コーディネーターの役割、ネットワーク論］
 
＜演習＞ 
「コーディネート技法の習得～演習等による例
題の訓練を行う～」 
講師：渋谷区青少年教育コーディネーター
相川良子  
 
［コーディネート技法、ネットワーク診断スキ
ル］ 
ふ
り
か
え
り
３ 
９
月
17
日
㈬ 
＜講義＞ 
「地域情報の収集法～地域の教育資源の発掘
と活用を知る～」  
講師：札幌国際大学准教授 佐久間章  
 
［個人情報保護と情報公開、地域情報の収集
法］ 
 
＜演習＞ 
「地域情報の分類・整理・活用のコツを知る」
講師：札幌国際大学准教授 佐久間章  
 
［地域情報の組織化と提供］ 
ふ
り
か
え
り
10
月
30
日
㈭ 
＜講義・演習＞ 
「チームを効果的に運営する～コーチング型
マネジメントを知る～」  
講師：(有)マックス・ゼン・パフォーマンスコンサルタンツ代表取
締役 丸山結香 
 
［PDCAサイクルと評価、コミュニケーション
論、カウンセリング・スキル、学習相談］ 
 
＜講義・演習＞ 
「チームを効果的に運営する～コーチング型マ
ネジメントを知る～」 
講師：(有)マックス・ゼン・パフォーマンスコンサルタンツ代表取
締役 丸山結香 
 
［PDCAサイクルと評価、コミュニケーション論、
カウンセリング・スキル、学習相談］ 
４ 
10
月
31
日
㈮ 
＜講義・演習＞ 
「チームを効果的に運営する～コーチング型
マネジメントを知る～」  
講師：(有)マックス・ゼン・パフォーマンスコンサルタンツ代表取
締役 丸山結香 
 
［PDCAサイクルと評価、コミュニケーション
論、カウンセリング・スキル、学習相談］ 
 
＜講義・演習＞ 
「チームを効果的に運営する～コーチング型マ
ネジメントを知る～」  
講師：(有)マックス・ゼン・パフォーマンスコンサルタンツ代表取
締役 丸山結香 
 
［PDCAサイクルと評価、コミュニケーション論、
カウンセリング・スキル、学習相談］ 
ふ
り
か
え
り
５ 
11
月
５
日
㈬ 
＜講義＞ 
「ネットワーク形成～ネットワークの実際と
意義を知る～」  
講師：長岡子育てライン 三尺玉ネット代表
佐竹直子  
 
［地域情報の収集法、ネットワーク論］ 
 
＜講義・演習＞ 
「子どもが主役のまちづくりの企画・設計・デ
ザインの理論を知る」 
講師：聖徳大学人文学部教授 福留 強 
 
［企画・設計・デザイン］ 
閉
講
式
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２ 研修プログラムの企画意図 
（１）プログラム全体の構成・編成の視点 
プログラム全体の構成・編成の視点としては、まず、昨年度の本調査研究で立案さ
れた構造モデルの全ての項目を研修の中に盛り込むことを考えた。領域は家庭教育で、
対象者は各地域で活動している家庭教育支援者のリーダーであることから、その方々
のさらなる意欲の向上を図るため、リーダー（コーディネーター）としての具体的役
割・活動についての理解を深めることと、スキルアップを図るためのプログラムの流
れに重点をおいた。具体的には、総論から入り、コーディネーターの役割と任務、地
域情報の収集法、地域情報の分類・整理・活用などの基本的な内容の再確認を行う。
さらに、スキルアップを図るという視点から所属団体や家庭教育支援チームのリーダ
ーとして、組織・団体を効果的に運営する組織マネジメントの考えや事業の企画・設
計・デザイン力の向上などまで含めた内容で構成した。 
 
（２）学習方法選択の視点 
学習方法選択の視点としては、知識の習得は講義とし、実際の活動のポイント理解
は事例発表、問題意識の共有はワークショップやグループ討議、スキルの習得はロー
ルプレイを中心とした演習を基本的な考えとした。また、１日の研修会の持ち方も、
講義と演習、講義と事例発表、事例発表と演習などを組み合わせることにより、より
意欲化・実践化に繋がる研修とした。 
 
（３）テーマ、内容、学習方法と講師の選択の考え方 
テーマ、内容、学習方法は、構造モデルをもとに編成した。講師については、一般
的基礎的な内容の理解は研究者、事例発表は新潟県内の先進的な家庭教育支援を実践
している団体、演習及びスキルはグループワークやワークショップ、ロールプレイな
どが指導できる専門家を選択することを基本的な考えとした。 
 
（４）事業目標の達成度を評価する視点及び方法 
事業目標の達成度を評価するにあたって、 
① 家庭教育支援リーダーとしてのさらなる意欲向上。 
② コーディネーター及び家庭教育・子育てに関する知識・理解をより深めること。 
③ 家庭教育支援者リーダーとしての実践力を高めること。 
この３つを評価の視点とした。方法としては、まず、調査研究委員会作成の評価項
目をもとに、受講者アンケート用紙を作成し、受講者全員へのアンケートを実施した。
そして、その集計結果をもとに担当者が中心になり担当課で検討し、最終的評価を行
う方法をとった。 
 
３ 研修プログラムの評価 
（１）プログラム全体の構成・編成について 
構造モデルを基にして構成・編成したコーディネーター養成プログラムは、家庭教
育支援のコーディネーターのスキルアップに有効であった。なぜならば、受講者アン
ケートの結果では、より具体的な家庭教育支援の実践例や課題を理解したという多く
の評価を得ることができたからである。またコミュニケーションスキル・コーディネ
ートスキルなどの獲得により、受講者の問題意識の解決法もわかり、さらなる実践意
－ 8 －
 
 
欲も高まったと考えられる。しかし、プログラムの構成・編成の順番としては、学習
テーマ「地域情報の収集法・地域情報の組織化と提供」等を「コーディネーターの役
割・コーディネート技法」等により先に学習した方がより受講者の理解が深まったと
考えられる。 
 
（２）学習方法選択について 
学習方法の選択については、適切であった。また、講義と演習、講義と事例発表、
事例発表と演習などの組み合わせは、受講者の実践への意欲化・実践化に繋がった。
しかし、次の点に課題が残った。 
① 学習テーマ「人権教育」については、大切な内容だが講義としたため、家庭教育
支援者としての人権に関する具体的課題に絞れず、大きな枠組みの内容となってし
まった。 
② 事例発表のあと質疑応答だけでなく、まとめをする助言者（研究者等）が必要で
あった。 
③ 受講者同士のネットワークづくりを意図して、自己紹介カードの作成や毎回の受
講者の座席・グルーピングなどが様々になるよう工夫したが、さらに受講者同士の
意見交換ができる機会や場の設定も別に必要であった。 
 
（３）テーマ、内容、学習方法と講師の選択の考え方について 
テーマ、内容、学習方法と講師の選択は適切であったが、次のような課題が残った。 
① 事例発表は、実践者の他にその内容に詳しい研究者の助言があると事例の特徴や
ポイントが絞られてよい。 
② 演習の指導は、家庭教育支援を専門領域にしている方で、グループワークもでき
る方をお願いできると良い。また、グループワークの内容も、グルーピングを工夫
し、子どもの年齢別、被支援者対象別の活動に分け、もっと内容に踏み込むべきで
あった。 
 
（４）事業目標の達成度を評価する視点及び方法について 
今回は、受講者アンケート集計結果をもとに担当者が中心になり担当課で検討し、
最終的評価を行う方法をとった。しかし、研修終了後に期間をおいてから、この研修
での目的や内容が、各自の活動にどう関わり、生かされたかを確認する追跡調査も必
要と考える。特に今回の受講者は、実際に家庭教育支援活動を行っている方々なので
追跡調査もしやすいのではないかと考える。 
 
（５）コーディネーター養成研修プログラム企画立案のポイントや方向性について 
家庭教育支援のコーディネーターのステップアップを目指した研修プログラム立
案としてのポイントは以下の通りである。 
①「コミュニケーションスキル」「コーディネート技法」については、十分に時間をと
り、コーディネーター各自の日頃の実践における課題を解決できるようプログラム
を立案する必要がある。 
② 多くの受講者は、お互いの実践の情報交換や意見交換を望んでおり、演習時のグ
ルーピング等の他に交流する機会や場を設けることも必要である。 
（渡辺 亜紀） 
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第３節 学校支援のコーディネーター 
 
地域コーディネーター養成講座 
（島根県教育委員会） 
 
１ 事業の概要 
（１）事業名 
地域コーディネーター養成講座 
 
（２）事業の趣旨 
学校支援地域本部の趣旨である「地域全体で学校教育を支援する体制づくりを推進
することにより、教員の子どもと向き合う時間の増加、住民等の学習成果の活用機会
の拡充及び地域の教育力の活性化を図る」ために、各実行委員会に置かれる学校支援
地域本部の地域コーディネーターが自身の役割を理解し、資質の向上を目指すことを
目的として講座を実施する。 
 
（３）実施期日・回数 
第１回 平成20年７月15日（火）・16日（水） １泊２日 
第２回 平成20年８月26日（火）・27日（水） 
同一のテーマ・内容を県内東部と西部でそれぞれ実施 
第３回 平成20年10月24日（金） 
 
（４）対象 
地域コーディネーター（学校支援地域本部専任コーディネーター） 
その他参加を希望する者 
 
（５）受講者数 
  内訳 
 
受講者数計 
地 域 コ ー デ ィ ネ
ータ （ー学校支援
地 域 本 部 専 任 コ
ーディネーター）
その他 
第１回 ４５名 ３２名 １３名 
第２回 
(２日間) 
６２名 ４８名 １４名 
第３回 ６２名 ４７名 １５名 
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（６）テーマ・内容・研修プログラム 
回 月 日  ９ :00  10:30 11:00  12:00 13:00 14:00   15:00 15:30  17:00 18:30
 学校支援のあり方とその方法を探る ～学校支援ボランティアの可能性と地域コーディネーターの役割 
７
月
15
日  
㈫  
 
 
 
開
 
講
 
式
＜講義Ⅰ＞ 
「コーディネーター
の役割～コーディネ
ーターの基礎・基本
～」 
講師：八洲学園大
学教授  
   浅井経子  
 
［コーディネーター
の役割］ 
 ＜講義Ⅱ＞ 
「コーディネート技
法～コーディネータ
ーのスキルアップ」
講師：八洲学園大
学教授  
 浅井経子
［コーディネート技
法］ 
情
報
交
換
会
１ 
７
月
16
日  
㈬  
＜講義Ⅲ＞  
「学校支援の基礎・基
本～学社連携・融合の
可能性～」 
講師：全国体験活動
ボランティア活動
総合推進センター
アドバイザー 多
田元樹  
 
［生涯学習・社会教育
の基礎］ 
＜講義Ⅳ＞ 
「開かれた学校へ～
学校支援ボランティ
アの可能性（千葉県
木更津市を例に）～」
講師：全国体験活
動 ボ ラ ン テ ィ
ア 活 動 総 合 推
進 セ ン タ ー ア
ド バ イ ザ ー
多田元樹  
 
［ネットワーク論］
 
ビ
 
デ
 
オ
 
視
 
聴
＜講義Ⅴ＞ 
「学校支援地域本
部 地域コーディ
ネーターに期待す
ること」  
講師：文部科学
省生涯学習政
策局社会教育
課地域・学校
支援推進室長
補佐 出口寿
久  
 
［活動領域の基礎
的事項］ 
閉  
 
講  
 
式  
 
 地域情報の活かし方～地域コーディネーターの情報活用術～ 
２ 
８
月
26 
日  
㈫  
・  
27 
日  
㈬  
開  
 
講  
 
式  
＜講義Ⅰ＞ 
「 地 域 コ ー デ ィ ネ
ー タ ー と 情 報 ～ 人
材 バ ン ク 構 築 へ の
一歩～」  
講師：札幌国際大
学 准 教 授  佐
久間章  
 
［ 個 人 情 報 保 護 と
情報公開］ 
＜講義Ⅱ＞ 
「地域情報の収集法
～地域の「ひと・も
の・こと」を集める
～」 
講師：札幌国際大
学 准 教 授  佐
久間章  
 
［ 地 域 情 報 の 収 集
法］ 
 
＜講義Ⅲ＞ 
「地域情報の組織化と
提供～地域の「ひと・も
の・こと」の活用～」
講師：札幌国際大学
准教授 佐久間章
 
［地域情報の組織化と
提供］ 
閉  
 
講  
 
式  
 
 学校支援地域本部の実践と評価～事業スタートで見えてきたもの～  
３ 
10
月
24
日  
㈮  
開  
 
講  
 
式  
＜講義＞ 
「 学 校 支 援 地 域 本
部 を ど う 活 か す か
～ ス タ ー ト し て 見
える課題と評価～」
講師：青森中央学
院大学教授  
 高橋興
 
［ PDCA サ イ ク ル と
評価、活動領域の基
礎的事項］ 
＜事例発表＞ 
事例発表者：  
津和野 町専 任 ｺ ｰ
ﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 
 増田清子
雲南市教育支援ｺ
ｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 
 白築徹
雲南市地域ｺｰﾃﾞｨ
ﾈｰﾀｰ 森山勝美  
雲南市地域ｺｰﾃﾞｨ
ﾈｰﾀｰ   小林茂
 
［当該地域の生涯学
習施策・社会教育］
 
＜協議・まとめ＞ 
指導・助言者：  
青森中央学院大学
教授 高橋興  
 
［PDCAサイクルと評価、
活動領域の基礎的事項］ 
閉  
 
講  
 
式  
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２ 研修プログラムの企画意図 
（１）プログラム全体の構成・編成の視点 
プログラム全体の構成において、企画段階でまず意識したことは構造モデルの領域
及び学習テーマの取捨選択である。今年度に全ての領域及び学習テーマを取り上げる
ことは予算や時間的な問題から困難であると判断し、学校支援の推進を図るという点
から、専門領域や関連領域については必要性の高い学習テーマを抽出することとした。 
次に、受講対象者の実態をどのようにとらえるかという点である。受講対象者であ
る地域コーディネーターは、「学校支援地域本部事業」という実施すべき事業があり、
その事業を円滑に推進するための担い手である「事業達成型コーディネーター」とい
う観点でとらえ、事業にかかわる学校及び団体・機関や人材との連絡調整に関する資
質・能力の向上を図ることを重点とした。 
また、地域コーディネーターは市町村によって選出方法が違っており、これまで学
校支援ボランティア活動を積極的に行ってきた方、公民館の非常勤職員や過去に学校
教育に携わった方等が任命されているため、それぞれの地域性や環境面からも業務に
対する考え方やとらえ方に違いがあることが予想された。そのため、事業に対する趣
旨の徹底や社会教育（特に学校支援）の基礎的な考え方等を研修プログラムの学習内
容として、時間をかける必要があった。 
以上の点から、研修プログラム全体の学習テーマの組み合わせとして考えたこと
は、以下の点である。 
① 基礎領域を各回の研修プログラムの一部（１～２コマ）とする。 
② 専門領域を各回の全体テーマの軸として位置づける。 
③ 「コミュニケーション・スキル」や関連領域の「企画・設計・デザイン」等
の具体的な経験がある程度必要な学習テーマについては、次年度の研修プログ
ラムとする。 
 
（２）学習方法選択の視点 
基本的な考え方として、知識の習得は講義とした。特に基礎領域における「生涯学
習・社会教育の基礎」や「活動領域の基礎的事項」等は受講者にとって共通理解が必
要であることから、講義による一斉理解を図ることとした。 
また、具体的な活動のポイント理解やヒントは、事例紹介・発表及び視聴覚資料（ビ
デオ、ＤＶＤ等）を活用することとした。今年度から始まる新たな事業でもあり、ま
た地域コーディネーターも具体的な活動指標がなかったことから、その活動イメージ
をつくりやすい学習方法を中心とした。 
次に専門的な領域として、「コーディネート技法」や「地域情報の収集法」「地域情
報の組織化と提供」等、普段の業務におけるコーディネーターとしてのスキルアップ
やノウハウ習得については演習を中心とした学習方法とした。 
実際の事業評価にかかる問題意識の共有を図るための研修は、グループワークを行
うことで、個々の想いや考え方を表現しやすくすることとした。 
 
（３）テーマ、内容、学習方法と講師の選択の考え方 
講師の選択については、次のような考え方で選択を行った。 
① 学習テーマ・内容による選択 
② 学習方法による選択 
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③ 両者が複合する場合の選択 
まず、①については専門領域に関する学習テーマ・内容の場合や基礎領域ではある
が概論的な内容の場合は大学教授等の研究者に依頼することとした。また、事業にか
かわるより具体的な学習テーマ・内容を研修する場合は、事業の担当者や経験が豊富
な方を選択するよう考えた。 
次に、②については演習を行う場合と事例発表について考慮する必要があった。演
習を行う場合は、当然、グループワークやワークショップ等の演習による指導が可能
な方を選択するようにした。事例発表については、事業の実践者であり、かつ受講者
により身近な存在である方を選択することで、参加者のモチベーションを高めること
を考えた。 
また、両者が複合する③として、「地域情報の収集法」「地域情報の組織化と提供」
等の専門的な領域は、演習による効果的な学習方法が必要な場合がある。このような
場合は、演習等の指導が可能な研究者を選択することとした。 
 
（４）事業目標の達成度を評価する視点及び方法 
今回の調査研究に関する事業目標は「コーディネーターを養成する」ことであり、
具体的には「社会教育を推進するコーディネーターの役割の明確化」と「資質・能力
の向上に関する研修プログラムの開発」の２点である。 
特に１点目の「役割の明確化」は本養成講座の目的とも合致している。受講するコ
ーディネーターは「学校支援地域本部事業」の地域コーディネーターであり、前述し
たように「事業達成型コーディネーター」として、事業を円滑に推進することを目的
としている。このことから、以下のような役割が考えられる。 
① 地域人材の発掘 
② 地域人材が活動できる場の提供 
③ 関係機関（学校と団体・組織・人材等）との連絡調整 
④ 事業関連情報の収集及び提供 
⑤ その他コーディネーターとして必要な事項の創出 
これらを評価の視点とすることで、コーディネーターの役割を検証することが可能
になると考えられる。しかし、この点については各事業の実施現場において最終的に
評価・分析されることが多く、把握することが困難である。 
そこで、構造モデルに沿って企画された今回の研修プログラムにより、受講者が地
域コーディネーターとしての自覚を持ち、 
・上記の役割に気付くこと 
・そのために必要な知識を得ること 
・そのための実践力（スキル、ノウハウ、マインド）を身につけたかということ 
を評価の視点とした。 
なお、評価方法としては各回毎に行った評価シート（アンケート）やグループ協議
（まとめ）の内容及び発表等によって行うこととした。 
 
３ 研修プログラムの評価 
（１）プログラム全体の構成・編成について 
今回の研修プログラム全体の構成について、企画意図に沿って評価する。 
① 基礎領域を各回の研修プログラムの一部とする。 
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受講者にとっては、地域コーディネーターとして活動する１年目ということもあ
り、基礎領域の「生涯学習・社会教育の基礎」や「当該地域の生涯学習施策・社会
教育」等は、自身の活動根拠を確認する上でよい機会となったようだった。 
また、「個人情報保護と情報公開」と地域情報の収集法」「地域情報の組織化と提
供」の領域等の関連性のある内容を組み合わせることが受講者にスムーズな思考の
流れを促した。 
② 専門領域を各回の全体テーマの軸として位置づける。（第３回を除く） 
専門領域の学習内容を各回の研修テーマにしたことは、受講対象者が研修内容を
具体的にイメージ化し、受講の必要性を判断する上で役立った。 
また、専門領域の研修は学習方法に演習を取り入れており、受講者にとって直接
的なスキルアップにつながるという点で評価された。 
③ 具体的な経験が必要な学習テーマは次年度の研修プログラムとする。 
今年度は主催者の判断で構造モデルから学習テーマを取捨選択した。本養成講座
は事業と連動しており、受講対象者は事業実施に伴い様々な経験を重ねることで課
題を見いだすことから、主催者は受講対象者の実態を把握した上で、課題解決に必
要な学習テーマを学習内容から選択すべきであろう。 
 
（２）学習方法選択について 
学習方法の考え方について、演習は受講者のアンケートからもスキルアップを図る
上で有効な学習方法であることが伺えた。しかし、個々には課題があり、例えば事例
発表については、質疑応答などの研究協議を行うことでより内容に深まりが出ること
が分かった。また、講師による講義中の事例紹介は、特色・特徴のポイントを押さえ
て示唆するため効果的であった。 
また、グループワークは受講者の多くの意見を引き出すことや課題の共有化を図る
ことはできたが、今後の活動にどのように活かしていくかという点や解決のヒントに
まで至らなかった。受講者にとって自己表現しやすいという点で好感の持たれやすい
学習方法ではあるが、より工夫することで受講者にとって効果的になると思われる。 
 
（３）テーマ、内容、学習方法と講師の選択の考え方について 
講師選択について当初、①学習テーマ・内容②学習方法③両者複合を視点に選定す
ることとしていたが、実際に依頼すると講師の多くは学習方法について様々なパター
ンを持っており、研修目的や受講者の実態に合わせて学習方法を変化させることがで
きることが分かった。 
このことから、講師については的確な講師情報をもとに学習テーマに合った講師を
選択すること、そして、事前に研修目的や受講者の実態を正確に伝えることで講師と
検討・協議しながら研修プログラムを作り上げていくことが効果的な研修につながる
と思われる。 
 
（４）事業目標の達成度を評価する視点及び方法について 
事業目標の達成度を評価する視点として、コーディネーターの自覚とともに役割へ
の気づき、必要な知識、必要な実践力の３点をあげた。しかし、コーディネーターと
いう特性上、研修プログラムで得たものが日々の実践（経験）をとおしてどのように
身についたか評価されるべきであり、事業目標の達成度を測る上で評価時期にずれを
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感じることとなった。強いて挙げるとすれば、役割への気づき、必要な知識の習得は
研修プログラム後に調査することは可能である。 
このことから、事業目的の達成度を測るために期間をおいてからのフォローアップ
研修の機会が必要であると考える。 
 
（５）コーディネーター養成研修プログラム企画立案のポイントや方向性について 
研修プログラム企画立案に関するポイントとして、 
① 構造モデルをもとにした研修プログラム全体の構成・編成 
② 研修の対象者（ターゲット層）の実態把握 
③ 学習テーマの設定による学習内容の検討 
④ 的確な情報をもとにした講師選定及び学習方法の検討・協議 
⑤ 研修プログラムの目的の明確化及び評価の視点・方法設定 
⑥ 受講者への成果及び課題のフィードバック 
が挙げられる。 
今後の方向性としては単発の研修プログラムを並べるのではなく、系統立てた質の
高い研修プログラムを提供することが必要である。 
（横田 康） 
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第４節 地域教育プラットフォームのコーディネーター 
 
ふくおか高齢者はつらつ活動拠点事業 コーディネーター研修 
（福岡県立社会教育総合センター、福岡県新社会推進部社会活動推進課生涯学習室） 
 
１ 事業の概要 
（１）事業名 
ふくおか高齢者はつらつ活動拠点事業 コーディネーター研修 
 
（２）事業の趣旨 
団塊世代や高齢者が有する知識・技能を、学校教育支援等で生かすためのシステム
を構築する「ふくおか高齢者はつらつ活動拠点事業」で開設した「地域プラットホー
ム」のコーディネーターを対象に、高齢者の主体的な学習や社会参加活動を促進する
ために必要な専門的知識や実践的技術等の習得を図る。 
 
（３）実施日・回数 
第１回 平成20年８月４日（月） 
第２回 平成20年９月５日（金） 
第３回 平成20年10月６日（月） 
 
（４）対象 
地域プラットホームのコーディネーター及び関係者（担当職員、実行委員等） 
県及び市町村生涯学習・社会教育関係職員 
 
（５）受講者数 
  内   訳  
 
受講者数計 
地域プラット
ホームのコー
ディネーター
及び関係者 
県及び市町村
生涯学習・社
会教育関係職
員 
その他 
第１回 ４４名 ３５名  ８名  １名 
第２回 ４８名 ３４名 １３名  １名 
第３回 ４６名 ３６名 １０名  ０名 
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（６）テーマ・内容・研修プログラム 
回  月 日 10:00     11:00    12:00  13:00      14:00    16:30 
 コーディネーターの役割、任務、活動の範囲 
第 
１ 
回 
８ 
月 
４ 
日 
㈪ 
開 
 
講 
 
式 
＜講義＞ 
「地域プラットホ
ームの役割、コーデ
ィネーターの役割
を再考する」 
 
講師：福岡県教
育庁筑豊教
育事務所主
任社会教育
主事 
   城石俊広 
 
［コーディネータ
ーの役割、活動領域
の基礎的事項（地域
の教育力支援、学校
教育支援）］ 
＜講義＞ 
「学校と地域をつなぐ
コーディネーターに期
待される資質・能力」 
 
講師：青森中央学院大
学教授 高橋興
 
［コーディネーターの
役割］ 
 
＜事例研究＞ 
「学校と地域をつなぐ
コーディネーターの実
際から学ぶ」 
 
発表者： 
遠賀・中間地域プラッ
トホームコーディネ
ーター 有田多賀子
行橋・京都地域プラッ
トホームコーディネ
ーター  國永裕子
助言者：青森中央学院
大学教授 高橋興 
 
［コーディネーターの
役割］ 
＜グループ協議＞ 
「地域の人材を生かすコ
ーディネーターの課題と
具体的方策」 
 
助言者：青森中央学院
大学教授 高橋興 
 
［コーディネーターの役
割、活動領域の基礎的事項
（地域の教育力支援、学校
教育支援）］ 
回  月 日 10:00     11:15    12:15 13:15            16:30
  ネットワーク形成とコーディネート・スキル 
第 
２ 
回 
９ 
月 
５ 
日 
㈮  
＜講義＞ 
「新たなネットワークの
構築と診断の在り方を探
る」 
 
講師：九州共立大学教
授 古市勝也 
 
［ネットワーク論、ネット
ワーク診断スキル］ 
＜講義＞ 
「学校と地域をつなぐ
コーディネート・スキ
ル１」 
 
講師：社会福祉法人
世田谷ボラン
ティア協会理
事長 興梠寛 
 
［コーディネート技
法］ 
 
＜演習＞ 
「学校と地域をつなぐコーディネート・スキル２」
 
講師：社会福祉法人世田谷ボランティア協会理
事長 興梠寛 
 
［コーディネート技法］ 
回  月 日 10:00            12:00 13:00     14:30    16:30
 情報の収集・整理・提供とコミュニケーション・スキル 
第 
３ 
回 
10 
月 
６ 
日 
㈪  
＜講義＞ 
「学校やボランティアが求める情報を得る・まと
める・発信する」 
 
講師：八洲学園大学教授 浅井経子 
 
［地域情報の収集法、地域情報の組織化と提供］
 
＜講義＞ 
「傾聴・共感、カウンセ
リングの技術を高める
１」 
 
講師：ソリューショ
ン・ワークス 臨
床心理士 
     平田奈々
 
［コミュニケーション
論］ 
＜演習＞ 
「傾聴・共感、カウンセリ
ングの技術を高める２」
 
講師：ソリューショ
ン・ワークス 臨
床心理士 
      平田奈々
 
［カウンセリング・スキ
ル］ 
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２ 研修プログラムの企画意図 
（１）プログラム全体の構成・編成の視点 
① コーディネーターの業務 
ふくおか高齢者はつらつ活動拠点事業の目的は、高齢者の学習機会の充実と学習
成果を生かした社会参加活動の促進を図ることである。この事業は、広域市町村と
地域住民（高齢者等）で構成する実行委員会に委託し、県内20箇所に「地域プラッ
トホーム」を開設し、コーディネーターを配置している。コーディネーターの役割
は、地域プラットホームを中心となって運営することであり、具体的な業務は次の
とおりである。 
○ 高齢者の学習ニーズに対応した「ふくおか地域塾」の企画・運営 
（10講座程度、住民講師の登用、受益者負担） 
○ ボランティア活動に必要な知識・技術を習得する「地域ボランティア講座」の
企画・運営（１～３講座） 
○ ボランティア活動に関する情報収集・提供、ボランティアニーズの把握 
○ 高齢者とボランティア活動の場（学校、公民館や図書館等の社会教育施設、ア
ンビシャス広場※、保育所、福祉施設等）とのマッチング 
コーディネーターには、ボランティアニーズを把握し、そのニーズに対応した講
座を開設するとともに、派遣先との連携を図り、受講者をボランティアとして派遣
するシステムを構築することが求められる。 
 
※「アンビシャス広場」とは、福岡県が推進している放課後や休日における地域の大人が
見守る子どもの居場所のことである。平成20年度現在、県内に約250箇所開設している。 
 
② プログラム編成の視点とねらい 
本年度においては、特に、学校へのボランティア派遣に重点を置いて取り組んで
いることから、今回のコーディネーター研修のプログラムは「学校と地域をつなぐ」
をコンセプトに、実践の場で直接役に立つ内容で構成した。各回のテーマとねらい
は次のとおりである。 
○ コーディネーターの役割、任務、活動の範囲 
・事業の目的、コーディネーターの業務、事業開始年度（平成19年度）の成果と
課題を踏まえ、今後の事業展開の方向性に基づいたコーディネーターの役割を
理解する。 
・学校と地域をつなぐために、学校の実情や学校支援の具体的実践例について理
解するとともに、学校支援においてコーディネーターが果たす役割と期待され
る資質・能力について理解する。 
・県内各地のコーディネーターの具体的な活動状況を参考に、所属プラットホー
ムでの活動を振り返り、問題点を抽出するとともに、高齢者の学習ニーズに対
応した「ふくおか地域塾」の企画・運営の在り方、学校等のボランティアニー
ズに対応した「地域ボランティア講座」の企画・運営の在り方、高齢者とボラ
ンティア活動の場とのマッチングの在り方、についてグループで協議すること
により、課題解決のための具体的方策を探る。 
○ ネットワーク形成とコーディネート・スキル 
・新たなネットワークの構築が求められている背景とネットワークづくりの方法
や留意点を理解するとともに、その診断の在り方を習得する。 
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・学校と地域人材を結びつけるために必要なコーディネート力を向上させるため、
「コーディネーターの心得」を理解するとともに、学校支援ボランティアの実
践事例をもとに、具体的な学校支援のイメージを持つことができるようになる。 
・子ども、学校、保護者、地域の問題点と課題を整理し、連携を促進するための
コーディネーターの役割や留意すべき点について、演習を通して理解し、コー
ディネート力の向上を図る。 
○ 情報収集・整理・提供とコミュニケーション・スキル 
・身近な地域情報を収集し、必要に応じて適切な情報を提供できるようになるた
め、地域情報の収集、分類・整理、活用の具体的方法を習得する。 
・傾聴、共感等についてのコミュニケーションの理論を理解するとともに、ロー
ルプレイング等の演習を通して、カウンセリング・スキルの具体的手法を習得
する。 
 
（２）学習方法選択の視点 
専門的な領域に関する理論、基礎的領域の基本的な内容、事業の目的や成果と課題
など、知識・理解に関する内容は「講義」形式で行うこととした。実践レベルで役に
立つ技術の習得・向上をねらう内容については、可能な限り「演習」形式を採用した。
また、コーディネーターからの先進的事例の発表と質疑応答から事業手法や課題解決
策を学ぶために「事例研究」を行うとともに、課題の共有、その解決策の探求、コー
ディネーターや関係者同士の交流・ネットワーク化を図るために「グループ協議」を
行った。  
 
（３）テーマ、内容、学習方法と講師の選択の考え方 
「事例研究」の司会や「グループ協議」のファシリテーター、事業の目的や成果と
課題などについての講義は、福岡県の社会教育主事が担当し、「事例研究」の発表者は、
各教育事務所からの推薦を経て、各地域プラットホームのコーディネーターの中から
実績のある方に依頼した。また、「コーディネート・スキル」や「カウンセリング・ス
キル」などの専門的な領域については、実践面でも実績のある大学の研究者や、民間
の専門家を選択した。講義（理論）と演習（実践）については、講座内容に一貫性を
保ち、ストーリー性のあるプログラムとなるように同一の講師とした。  
 
（４）事業目標の達成度を評価する視点及び方法 
研修プログラムの第１回「コーディネーターの役割、任務、活動の範囲」、第２回
「ネットワーク形成とコーディネート・スキル」、第３回「情報収集・整理・提供とコ
ミュニケーション・スキル」で設定した３つのねらいを評価の視点として、講義や演
習ごとに達成度を評価することとした。事業評価の方法は、受講者のアンケート調査
により行うこととした。  
 
３ 研修プログラムの評価 
（１）プログラム全体の評価 
受講者のほとんどが、コーディネーターや関係者として、１年間、事業に関わって
きた実績があるので、事業の成果と課題や今後の事業展開の方向性、先進事例の発表
による事例研究、課題解決に向けたグループ協議を第１回に設定することによって、
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受講者はスムーズに研修に入ることができ、「コーディネーターの役割」について理解
することができたと思われる。  
プログラムの編成では、「ネットワーク形成」と「コーディネート・スキル」、「情
報収集・整理・提供」と「コミュニケーション・スキル」を組み合わせたが、「コーデ
ィネート・スキル」と「コミュニケーション・スキル」、「ネットワーク形成」と「情
報の収集・整理・提供」の組み合わせの方が、内容に連続性があり受講者の思考過程
に沿うことができるのではないかと考えられる。ただし、「コーディネート・スキル」
と「コミュニケーション・スキル」の組み合わせで実施するには、２日間程度の十分
な演習時間が必要であり、日程や時間配分を工夫する必要がある。  
コーディネーター養成研修のモデルプログラムとして、「構造モデル」で示されて
いる５つの資質・能力の領域について向上を図るには、研修日数を増やす必要がある。
特に、この事業のコーディネーターは、講座の企画・運営を行うことが役割になって
おり、「企画・設計・デザイン」をテーマにした講義・演習を設定する必要がある。  
また、事業の目的から考え、「活動領域の基礎的事項」の「地域の教育力支援」、「学
校教育支援」、「ボランティア活動」についても重要な内容であり、プログラムの中に
組み入れることが必要である。  
さらに、コーディネーターは、相談への対応やボランティア派遣活動において、様々
な人と関わり個人情報を取り扱うことから、「人権教育」や「個人情報保護や情報公開」
についても欠かすことのできない内容である。  
ただし、今回の研修プログラムは、全日程の参加を原則とし、県全域のコーディネ
ーターや関係者を対象にしているため、研修日程を増やすことは容易ではない。そこ
で、２年間を通した研修とするなど工夫が必要である。  
 
（２）学習方法選択について 
学習方法の選択としては概ね適切であったと考えるが、第１回の「コーディネータ
ーの役割」の講義やグループ協議のまとめに「活動領域の基礎的事項」の「地域の教
育力支援」と「学校教育支援」を盛り込むように計画したが、内容を深めることはで
きなかった。今回の場合、１つのコマ（講義や演習など）で、異なる「資質・能力の
領域」から２つの学習テーマを設定することは、ねらいを焦点化できず難しかった。
このことから、講師との打合せの際、企画の意図をはっきりと伝え、ねらいを共有す
ることが重要であるといえる。  
第２回の「ネットワーク形成」については、設定時間が短く、ネットワーク診断の
演習まではできなかった。診断の観点をもとに、実際に診断スキルの向上を図るため
の十分な演習の時間を設定する必要がある。同様に、第３回の「情報の収集・整理・
提供」についても、演習の時間までは取れなかった。講師が地域学習情報リストの様
式を提示されたので、それを活用した演習の時間を確保する必要があった。このこと
から、企画の段階から講師と講義や演習の内容や方法、配布資料等について十分に打
合せしてプログラムを作成することが望ましい。  
また、２日間の連続した研修時間が必要な場合は、受講者同士の交流を促進し、ネ
ットワークを形成する意味からも、宿泊型の研修日程を設定し、１泊２日の日程で実
施することも有効であると考える。  
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（３）テーマ、内容、学習方法と講師の選択の考え方について 
「コーディネーターの役割」については、実践面においても実績のある大学の研究
者に総論の講義をしていただき、事例研究とグループ協議の助言も依頼したことで、
一貫性がある内容となった。また、「コーディネート・スキル」や「コミュニケーショ
ン・スキル」など専門的なスキルの習得においても、講義と演習が直結し、目的に沿
うものとなった。  
 
（４）事業目標の達成度を評価する視点及び方法について 
事業評価については、受講者へのアンケート調査（自己評価）の結果を、事業目標
の達成度を判断するための基本資料とする。さらに、県や教育事務所における連絡会
議等において、コーディネーターや関係者と、研修の効果（研修後の変容）や研修内
容（プログラム）の妥当性について協議し、研修プログラムを改善していくことが重
要である。  
 
（５）コーディネーター養成研修プログラム企画立案のポイントや方向性について 
○ 「コーディネート技法」、「地域情報の収集法」・「地域情報の組織化と提供」、「コ
ミュニケーション論」、「ネットワーク論」、「企画・設計・デザイン」については、
講義と演習を組み合わせて、十分に時間をとり、同一の講師が続けて務めるのが効
果的である。 
○ 「コーディネーターの役割」を理解する上で、「事例研究」と「グループ協議」は
効果的であり、受講者各自の課題を明らかにし、今後の活動の在り方を考える上で
も必要である。また、受講者はお互いの意見交換や情報交換を強く望んでおり、交
流する場の一つとしても重要である。 
○ 「学校と地域をつなぐ」コーディネーターの役割から考えて、「活動領域の基礎的
事項」の「地域の教育力支援」、「学校教育支援」、「体験活動・ボランティア活動」、
並びに「人権教育」、「個人情報保護と情報公開」は必要な内容である。ただし、そ
れらの講義等を研修プログラムの中に配置する場合、他の学習テーマとの関連を十
分に考慮し、最も適するコマに設定することが大切である。 
（肘井 俊広） 
－ 21 －
  
 
 
 
第３章 社会教育を推進するコーディネーター
養成のための研修プログラム企画・立案
の視点 
 
 
 
 
 
 
 
第３章 社会教育を推進するコーディネーター養成のための研修プロ
グラムの企画・立案の視点 
 
第１節 コーディネーター養成の研修プログラムに共通する要素 ～構造モデル 
 
１ コーディネートの意味とコーディネーターの役割 
（１）コーディネートとは 
コーディネートとは、人（機関・団体を含む、以下同じ）と情報、人と人、人と学
習資源を適切に結びつける「調整」と考えられる。人にはそれぞれニーズや条件があ
るので、いかにそれを考慮して最適な結びつきを実現するかがコーディネートをする
上で重要になろう。 
 
（２）コーディネーターの役割 
生涯学習領域のコーディネーターの役割は、大別すると次のようになる。 
① 情報提供や学習相談等では、人々のニーズや要望に応えるよう適切な情報を提供
する必要がある。その際には、人と人、人と学習資源をマッチングさせる必要があ
り、適切なマッチングとなるよう調整する。 
【学校支援の例】 
・学校に学校のニーズにあった地域住民を紹介する場合 
・地域住民にその人のニーズにあった学校支援活動を紹介する場合 
② 生涯学習事業等を企画・設計する際に人、情報、学習資源を結びつけてデザイン
する。その際に調整が必要になる。 
【学校支援の例】 
・学校と地域等が共催で事業を行ったりするときに役割分担を行う場合 
・学校支援グループ等を組織化したり、活動計画を作成したりする場合 
 
２ コーディネートの５原則 
コーディネーターは、次の「コーディネートの５原則」に心がけることが望まれる。 
（１）活動の目的、意義、目標等についての自覚を促し、関わる人のモチベーションを高
めるよう努める。その方法として、次の４点をあげておこう。 
① 取り組もうとすることの意味や価値、目標を明確にし、目標に達するまでの道筋
を示すようにする。目指すべきものが何か、その意味や価値がはっきりすれば、や
りがいを感じて努力しようという気持ちになる。また、コーディネーターが提示す
る調整案に多少の障害があっても、目的を達成するために乗り越えようとするであ
ろう。 
② それぞれの存在がどう位置付いているかを気付かせることも大事である。自分の
存在意義を自覚できれば、やりがいや生きがいを感じるからである。 
③ 目標を達成したときには何が得られるかを示し、インセンティブ（刺激、動機や
励み）を与える方法もある。例えば、目標を達成したときに得られる表彰や人々か
らの称賛や栄誉などについての情報を提供するなどがあげられる。 
④ うまくいったときには誉め、成功体験を持つようにする。自信があればものごと
への意欲も湧くが、自分には力がないと思えばやる気を失ってしまう。 
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（２）関わる人の間にメリット、デメリットが偏在しないようにする。 
コーディネートする際に重要なことは、関わる人の間でメリットが特定の人・機
関・団体・施設等に偏在しないようにすることである。コーディネーターは関わる人
のニーズを調整することになるので、特定の人にメリットが偏在すると、デメリット
や負担を被った人・機関・団体・施設等から不満が生じて、合意を得られなかったり、
協力関係を維持できなくなったりするおそれがある。 
 
（３）関わるすべての人に現状以上の状態を保証するようにする。 
実際には関わる人の間でのメリット、デメリットには多少の違いが生じてしまうも
のである。その場合の不満を回避するために、現状以上の状態を関わるすべての人に
保証するように努めることが大事である。現状以上の状態が保証されれば、関わる人
はよりよい状態に移行できるのでそれなりに満足を得ることができる（１）。 
 
（４）それ以上改善の余地のない状態を選ぶようにする。 
コーディネートの際に、いくつかの調整案がある場合には、どの調整案を選ぶかが
問題になる。その場合には、関わるすべての人およびその活動や事業の目的からみて、
それ以上改善の余地のない状態を選ぶようにする必要がある（２）。 
 
（５）情報の非対称性を避けつつ、フィルターの役割を果たす(３)。 
情報の非対称性とは、関わる人の一方のみ、あるいは一部だけに情報が集まること
である。情報が公平に提供されないと不満に思う人が出るので、できるだけ関わるす
べての人が情報を共有できるようにする必要がある。 
ただし、情報によっては傷つく人が出たりするため、相手が困るような情報は捨て
たり、ときには相手が乗れる情報のみを提供したりする。コーディネーターは、その
ようなフィルターの役割も果たさなければならない。 
相反する両者を時と場合に応じて行わねばならないので、そのような能力は名人芸
ともいうべき能力であり、経験の蓄積が大事である。 
 
３ コーディネーターに求められる資質・能力とコーディネーター養成研修プログラムの
構造モデル 
今回の調査研究では、コーディネーター養成研修プログラムの構造として、表１のよ
うな構造を設定し、それを構造モデルとよぶことにした。構造モデルを設定するにあた
っては、コーディネーターにどのような資質・能力が求められるか、といった観点から
検討した。コーディネーターに求められる資質・能力としては、上述のコーディネータ
ーの役割や「コーディネートの５原則」に基づき、次の６点をあげた。 
ⅰ 地域の社会教育等についての基礎知識を理解していること 
ⅱ コーディネートに関する理解とスキルを有していること 
ⅲ 地域情報の収集・組織化・提供についての理解とスキルを有していること 
ⅳ コミュニケーション能力を有していること 
ⅴ 多様な人、組織等とネットワークを形成することができること 
ⅵ 企画・設計・マネジメント能力を有していること 
なお、コーディネーター養成研修プログラムの構造モデルは本調査研究の平成19年度
報告書に示したところであるが、それをさらに検討し改良を加えたものが本報告書の27
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頁で示す構造モデルである。改良点について、簡単に説明しておこう。 
ａ コーディネーターには学校支援に関わるコーディネーター、家庭教育支援に関わ
るコーディネーター、環境学習に関わるコーディネーター、男女共同参画学習に関
わるコーディネーター、青少年教育に関わるコーディネーター等、様々なコーディ
ネーターがいて、どのようなコーディネーターがいるかは地域によって異なる。い
ずれの場合も、コーディネーターはそれぞれの活動領域についての基礎知識をもつ
ことがまずは求められる。そのため、平成19年度の構造モデルで関連領域に含めて
いた「活動領域の基礎的事項（選択）」を「１．基礎領域」に位置づけた。 
ｂ 平成19年度の構造モデルではネットワーク形成についての理解と診断スキルを
「関連領域」に含めていたが、今回の構造モデルでは独立させて領域を設定した。
その理由としては、コーディネーターは多様な人や情報を持つことが必要なため、
コーディネーター自身が地域内外の人や情報源となる機関・団体等のネットワーク
をつくることが極めて重要であると考えたからである。 
ｃ 上記のａ、ｂにより「６．企画・設計・マネジメント」の領域を独立させた。 
ｄ 平成19年度の構造モデルで基礎領域にあった「PDCA サイクルと評価」はマネジ
メントに関することであるので、「６．企画・設計・マネジメント」に含めること
にした。 
構造モデルにこのような改良を加えたが、次に、上記のコーディネーターに求められ
る資質・能力との関係でコーディネーター養成研修プログラムの構造モデルを説明する
ことにしよう。なお、上述したコーディネーターの資質・能力との関係は、表１の中で
は「資質・能力の領域」の欄に記してあるので、それにしたがって述べることにする。 
 
（１）基礎領域 
ここで取り上げるのは社会教育領域のコーディネーターであるので、生涯学習や社
会教育についての基礎知識や当該地域の社会教育・生涯学習施策についての知識等を
有していることが求められる。また上記で述べたように、当該コーディネーターの活
躍領域についての基礎知識は当然ながら求められる。 
そのほか、コーディネーターはさまざまな地域の人々に関わる仕事をするので、人
権についての理解、個人情報保護や情報公開についての知識等も身につけておく必要
がある。 
 
（２）コーディネートに関する理解とスキル 
コーディネーターの職務の範囲はそれぞれの地域で異なると思われるため、コーデ
ィネーターの任務や役割・活動の範囲を学んでおく必要がある。 
また、コーディネーターは調整役を果たすことになるので、上述した「コーディネ
ートの５原則」が日常業務の中で自然とできるように、コーディネートのスキルを身
につけておく必要がある。 
 
（３）地域情報の収集・組織化・提供についての理解とスキル 
コーディネーターがその役割を果たすためには地域情報を収集し、いつでも使える
ように組織化（整理）しておく必要がある。情報は発信することによって集まってく
るものでもあるので、活動成果等を多様な媒体を通して地域の人々に提供・発信する
ことが求められる。 
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そのため、情報の種類や収集法、組織化の手法、発信媒体の種類や特徴、発信の際
に気をつけねばならないことなどについて学んでおく必要がある。情報発信の際に気
をつけねばならないことには個人情報の保護や著作権、肖像権の問題もあるので、一
部「１．基礎領域」と重複するところもある。 
 
（４）コミュニケーションに関する理解とスキル 
コーディネーターは調整役を果たすにあたって、人の話をよく聞き、相手を理解し、
相手の目線でアドバイスしたりすることが求められるので、コミュニケーション能力
を身につける必要がある。そのために、非指示的なカウンセリングのスキルを習得し
ておくことが望まれる。また、関わる人々のやる気を起こさせ、励ますことも大事で
あるので、コーチングのスキルを身につけるのもよいであろう。 
 
（５）ネットワーク形成についての理解と診断スキル 
コーディネーターは地域の協力者や協力団体とのネットワークはもとより、学習資
源情報を持った人や団体等との連携・協力体制を形成することが大事である。それは
ときには地域を越える場合もある。ネットワークを通してさまざまな学習資源情報が
入手できるし、コーディネートのノウハウなどについての情報も得ることができるで
あろう。ネットワーク形成の重要性を認識するとともにネットワークのつくり方、ネ
ットワーク診断等のスキルについて修得しておくことが望まれる。 
 
（６）企画・設計・マネジメントについての理解とスキル 
コーディネートは上記のコーディネーターの役割のところで述べたように、事業等
の企画・設計に関わって行われる場合もある。さらに適切なマッチングをするために
も、コーディネーターには先を見通して成果として何が生まれるか、そこに至るには
どのようなプロセスを歩んだらよいか等に関わるシナリオ力、デザイン力、構想力が
求められる。そのため、プランニングのスキルを身につける必要がある。 
また、調整とはその活動に関わっている人、関わろうとする人など多様な人々をよ
りよい状態へとまとめあげていくことでもあるので、自分の業務について自己評価し、
常に改善していくマネジメント能力を有していることが望まれる。そのような能力を
身につけるのが、この領域である。 
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表１ コーディネーター養成研修プログラムの構造モデル 
資質・能力 
の領域 
学習テー
マ番号 
学習テーマ 主な学習内容（主な学習方法）の例 
１Ａ 生涯学習・社会教育
の基礎 
社会教育の意義、学習者の特性、コミ
ュニティ形成と生涯学習など（講義） 
１Ｂ 当該地域（例：○○
市 ） の 生 涯 学 習 施
策・社会教育 
○○市の社会教育の取組、生涯学習施
策（講義等） 
１Ｃ 活動領域の基礎的事
項（選択） 
生涯学習支援、学習相談、地域の教育力
支援、学校教育支援、家庭教育支援、体
験活動・ボランティア活動、職業教育支
援、男女共同参画学習等（講義・演習等）
１Ｄ 人権教育 人権についての基礎（講義、参加型学習
等） 
１．基礎領域 
１Ｅ 個人情報保護と情報
公開 
プライバシーの保護、守秘義務、個人情
報保護、情報公開についての基礎、関係
法規について（講義） 
２Ａ コーディネーターの
役割 
○○市におけるコーディネーターの役
割と任務、活動の範囲（講義） 
２．コーディネー
ト技法 
２Ｂ コーディネート技法 コーディネート・スキル（演習等による
例題の訓練） 
３Ａ 地域情報の収集法 地域情報の種類、情報源情報について、
地域情報の収集のコツ（演習、実践事例
紹介等） 
３．地域情報の収
集・組織化・提
供 
３Ｂ 地域情報の組織化と
提供 
収集した地域情報の分類・整理法、活用
法（演習） 
４Ａ コミュニケーション
論 
傾聴、共感、提案、説得等についてのコ
ミュニケーション・スキルの理論（講義）
４．コミュニケー
ション・スキル 
４Ｂ カウンセリング・スキ
ル 
非指示的なカウンセリング・スキル（ロ
ールプレイング等） 
５Ａ ネ ッ ト ワ ー ク の 理
解、つくり方 
ネットワーク形成、連携等（講義、実践
事例紹介等） 
５．ネットワーク
形成 
５Ｂ ネットワーク診断 ネットワーク診断スキル（演習） 
６Ａ 企画・設計・デザイ
ン 
シナリオ・プランニング等を導入した
戦略的なプランニング・スキル（演習）
６Ｂ ＰＤＣＡサイクルと
評価 
事業マネジメント、目標設定と評価の方
法（講義、演習等） 
６．企画・設計・
マネジメント 
６Ｃ 組織マネジメント リーダー論、組織運営（講義、演習等）
 
（浅井 経子） 
注 
(1) この原則は、ゲーム理論の「交渉問題」での個人合理性の公準に依拠するものである。 
(2) この原則は、ゲーム理論の「交渉問題」でのパレート最適性の公準に依拠している。 
(3) 宮地孝宜「学校と地域組織の連携における『境界』」日本生涯教育学会論集29（平成20
年９月）等を参照のこと。 
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 第２節 コーディネーター養成研修のためのプログラム編成の視点 
 
前節では、コーディネーター養成研修のプログラムの要素が明らかにされた。それによ
ると、コーディネーターに期待したい資質・能力は６つの学習領域に整理され、さらに、
具体的な研修（参加者にとっては習得すべき学習）内容をイメージできるようにと16の学
習テーマが設定された。 
これを受けて、各地の教育委員会等では、具体の研修プログラムの編成に取りかかるこ
とになろう。その際の基本は、いわばＷとＨを具体化することにある。しかし、「Who‐誰
が」については教育委員会等が、「What‐何を」は研修プログラムを、「Why‐どうして」
はコーディネーターの養成のため、「Where‐どこで」は社会教育施設等で、ということが
本研究の意図や経緯から明らかである。そこで本項では、「Whom‐誰に」（参加対象）、「When
‐いつ」（学習の時期・時刻を➝学習時間数・回数と読み替え）、「How‐どのように」など
に焦点を当てて検討することとする。 
 
１ 参加対象の具体化 
まず、はじめに明らかにしなければならないことは、研修プログラムを誰に向けて構
想するか、すなわち参加対象の絞込み・具体化である。とくに重要視すべき着眼点は、
コーディネーターが新任者（初心者）であるか経験者であるか、常勤・行政（含．施設）
職員か非常勤・民間人か、という二点に絞られよう。 
 
（１）新任者であるか経験者であるか 
作成しようとするプログラムの内容や研修の方法等は、ⅰ)新たに制度を設置して
コーディネーターを養成しようとする場合、ⅱ)すでに設置・委嘱したコーディネータ
ーのスキルアップを意図する場合、などによって異なる。たとえば、ⅰ）に相当する
場合にはコーディネーターとしての意識啓発やコーディネート活動に必要な基礎・基
本的な知識・技術を習得するためのプログラムの作成、ⅱ）に相当する場合にはコー
ディネート活動のための知識・技術の向上に係るプログラムの作成、などが主眼とな
る。換言していえば、ここでの参加対象の焦点化とは、プログラムを、マンパワーの
開発に向けた養成研修とするか、能力・スキル向上のための現職研修とするか、を選
択する行為ということになる。 
前述のような経験別の研修が必要であることを理解していても、それを具現できな
い地域や実施機関等があろう。こうした場合でも、プログラムは、参加者のニーズや
経験等の特性に対応することが必要であることから、たとえばプログラムの一部に初
心者と経験者に分けるコース制を導入するなどの工夫が求められる。 
 
（２）常勤・行政職員か非常勤・民間人か 
平成19年度の本調査研究報告書によると、すでに設置されているコーディネーター
は「常勤・行政職員」と「非常勤・民間人」に大別される。前者としては公務員、教
員等が本務としてコーディネーターに就き、後者としては、自営業、会社員、団体職
員、家事従事者、無職のほか教員等が本務以外のコーディネーターに委嘱されている。 
「常勤・行政職員」の多くは、通常、生涯学習や社会教育の推進に関わり、研修機
会には業務の一環として参加できる立場にある。たとえば、「常勤・行政職員」の場合
には、出張命令によって容易に研修に参加することができ、かつ、日常の業務の中で、
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 研修の成果を活用できる場面に恵まれ、習得した知識・技術の定着と能力・スキルの
向上を図ることができる。 
これに対して「非常勤・民間人」の場合には、生涯学習や社会教育などの活動の実
践が豊かなものの、本務ではないコーディネーター研修に参加する時間の確保が容易
ではない。加えて、彼らが日常の業務において、研修の成果を確かめ、それを活かす
機会は皆無に近く、習得した知識・技術の定着と能力・スキルの向上を図るためには
大きな努力を要する。このため、「非常勤・民間人」のためには、断続的に何回かに分
けて実施するなど、彼らが参加しやすい条件を設定することが肝要である。しかし、
断続的な参加では、学習成果の定着とレベルの向上を図るうえでの効果が疑問視され
る。これを補うため、学習日には常に前回の学習内容を確認する時間を設定すること
が有効であるが、こうした配慮は、一方で研修の時間数・回数を増やすことになり、
逆に彼らの研修参加を阻害する懸念を大きくする。 
こうした山アラシジレンマ・二律背反的な状態を回避しようと、コーディネーター
を「常勤・行政職員」のみとしたのでは、コーディネート活動があたかも行政作用の
ごとく印象づけられかねない。このため、コーディネーター研修の企画に際しては、
「非常勤・民間人」の参加のための阻害要因の把握とその除去について検討し、しか
るべき措置が講じられることが望まれる。 
 
２ 学習内容・方法の選択 
参加対象が焦点化されると次の作業は学習内容・方法の選択である。この両者は、参
加者の特性等とも深い相関関係がある。このため本項では、学習内容（学習テーマに照
準を当てる。）、学習方法、コーディネーターとしての経験との関連を考慮しながら学習
内容・方法の選択について考えることとする。 
 
（１）学習のテーマ 
平成19年度の報告書では、すでに数多くの都道府県や市町村でコーディネーターが
設置され、その養成プログラムが作成されていることが明らかにされた。しかし、地
域や実施機関等が求めるコーディネーター像は一律なものでなく、研修内容は共通性
があるもの、ないものを含め多様である。前掲の「コーディネーター養成研修プログ
ラムの構造モデル」には、こうした実態を勘案しつつ、コーディネーターおよびその
研修の普及、各機関等における研修プログラムの補完・充実、新たな研修プログラム
立案時での活用等への意図が込められている。 
同案に沿いながら「学習テーマ」について検討しようとすると、まず一つめは学習
テーマの組み合わせについてということになろう。たとえば、コーディネートの技法
は地域情報に精通し、コミュニケーション・スキルが身について有効に作用する。こ
のように、学習テーマは相互に関連しかつ共鳴しあう関係にある。このため、学習テ
ーマを組み合わせたプログラムは、それを組み合わせないプログラムより、コーディ
ネーターのスキルの習得・向上に効果的であると考えられる。実際に、本研究事業の
推進のために「実証研究事業」を実施した新潟県、福岡県では、複数以上の学習テー
マを融合させて独自のテーマを設定している。加えて、研修会のために十分な予算が
確保できない機関等があることや、十分な研修時間が確保できない参加者がいること
などを勘案すると、学習テーマを組み合わせることは研修会を効率的に運営するうえ
で有効であると思われる。 
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 二つめは学習テーマの必修と選択に関してである。コーディネーターとしての力量
は経験とともに高まる。したがって、学習テーマはステップ・バイ・ステップ、すな
わち順序を追って選択・編成されることが望ましい。しかし、初心者の場合には「ネ
ットワーク診断」や「ＰＤＣＡサイクル評価」の技能を習得してもそれを活用する場
や機会に恵まれなかったり、一方、研修の修了者が未熟さを自覚したり、以前に学ん
だことを忘れてしまった、などということはめずらしくない。このため研修プログラ
ムには、必修・選択制が導入されることが望ましい。本研究事業の「実証研究事業」
（新潟県、島根県、福岡県で実施。）においても、学習テーマは選択して取り上げられ
ている。なお、必修とするか選択とするかの判断は、求めるコーディネーターの活動
分野と資質・経験、地域のニーズ、得られる講師等の人材、確保されている予算等を
勘案して行われることとなろう。 
三つめは独自の学習テーマの設定についてである。求めようとするコーディネータ
ーは、地域や機関等によって異なる。その理由は、コーディネーターに対する期待が、
社会教育一般、男女共同参画、地域間交流、学校支援, 子育て、青少年活動の支援な
ど、具体的でかつ実践的な場面とつながっていることに起因しているためと思われる。
このため、学習テーマは、プログラムの「構造モデル」の思想を斟酌しつつ、地域課
題等にマッチした独自性、具体性のあるテーマに置き換えられる必要がある。こうし
た営為の必要性は、本研究事業で「実証研究事業」を実施した新潟県が「家庭教育」、
島根県が「学校支援の基礎・基本」「学校支援地域本部」、福岡県が「地域プラットホ
ーム」などという学習テーマを設定し、参加者の共感を得たことからも明らかである。 
 
（２）学習のテーマと学習方法 
さきに提示されたプログラムの「構造モデル」には、学習テーマごとに主な学習内
容と学習方法が例示されている。しかも、構造モデルの領域ごとに「学習テーマ番号」
がＡ・Ｂ・Ｃの記号で付され、学習方法は、Ａ➝Ｂ➝Ｃとステップを上るように、講
義等から演習、実践事例紹介、ロールプレイング等へと、参加者の学習が受動的なも
のから能動的なものへと発展していくよう考慮されている。このように｢構造モデル｣
は、観念的理解から➝実践的能力の習得➝活動の展開までのプロセスをも内包したも
のとなっている。 
いかなる研修であれ、その実施の意義は研修の成果が活かされることにある。本研
究事業の「実証研究事業」を実施した、新潟県が「実践に結びつくよう講義、事例交
換、演習を関連づけた。」、島根県が「知識は講義で、問題意識の共有はグループワー
クで、スキルの習得は演習でと考慮した。」、などと報告していることは、まさに「構
造モデル」の正当性・妥当性を裏づけるものであろう。したがって、研修会を企画・
実施する機関が、研修プログラムの立案時に学習方法について検討・選択しようとす
る際には、同構造モデルの考え方が反映されることを期待したい。 
 
（３）参加者と学習方法 
学習方法は、研修内容に導かれながらも、参加者の特性とも深く関わる。 
たとえば、マンパワーの開発に向けた養成研修の場合には、参加者が、各領域の学
習テーマに関する理念・理論等について論理的かつ正確に理解することが基本となる。
このための有効な方法が講義、解説等である。当然、演習、事例交流等の方法も導入
される必要があるが、これらの意義、意味を正しく受け止め解釈し応用するための知
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 識・情報もまた、まずは講義、解説等によって教示される。 
これに対して、すでに基礎的・基本的な知識・技術を習得し、実際にコーディネー
ターとしての経験を有している者の研修の場合には、活動スキルを高めることに重点
が置かれる。理論を学ぶことは体験を補強するためや、忘れかけた原則の確認などに
重きが置かれる。この場合、研修で重視されるべき方法は実技・実習、演習、事例研
究等である。たとえば、「コーディネート技法」や「コミュニケーション・スキル」を
ワンランクレベルアップするためには実技・実習が、「地域情報の収集・提供・組織化」
の円滑化への手がかりをつかむうえでは演習が、「ネットワーク形成」や「コーディネ
ート活動」等の実際を確認するうえでは事例研究や事例交流等が、効果的な学習方法
と思われる。 
そして何よりも注視すべきは、コーディネーターがすでに豊かな社会教育体験を有
していること、多様な学習資源（人、施設・機関、情報、機会）と関わるコーディネ
ート活動が画一的な展開になじまないことなどである。このため、養成研修、現職研
修を問わず、コーディネーター対象の研修プログラムには、参加者同士による体験と
情報の交流機会の設定とそのための時間を確保することが重要である。これを正当づ
けるように、「実証研究事業」を実施した新潟県は、「参加者同士の横のつながりがコ
ーディネート活動を一層促進する。」と報告している。 
 
３ 研修に要する時間数・回数 
研修のために必要な時間数や回数は、習得すべき内容やレベルとの相関から設定され
るべきであろうが、参加者の職業や職場の事情に左右される現実にある。研修プログラ
ムの作成時には、こうした現実にいかに対応するかが問われる。 
「実証研究事業」を実施した３県では、参加者アンケートも行われている。その結果
をもとに、島根県は、「研修会に連続して全日程参加した者のコーディネーターとしての
モチベーションが高い。」と報告している。これを根拠にすると、すべての参加者が連続
参加、全日程参加できる条件設定が求められるが、既述したように、「非常勤・民間人」
の場合にはそれが困難な場合が多い。こうした問題を解決するためには、選択的参加、
研修の累積という方法も考慮したいものである。 
また、コーディネーターの力量・レベルには限界がなく、その技量を高め・深めよう
とすれば、研修の時間数は際限なく増え続ける。このため、まずは、研修プログラムの
全体像、内容や方法等はもとより、たとえば研修に要する時間数、日数、回数、年数等
が明示される必要がある。研修の全体像と当該研修会の位置付けが明らかにされてこそ、
参加（学ぶ）目的とその意欲が触発・高揚されるのであろう。 
それでもなお、参加の意思があっても、時間的距離的等の理由によって研修機会にア
クセスできないケースも考えられる。こうした問題を解決してくれるのが通信やインタ
ーネット等による方法であろう。都道府県の生涯学習センター等が主催する場合には、
こうした方法も可能と思われる。是非一考をすすめたい。 
（坂本 登） 
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 【図１】コーディネーター養成 
    過程のイメージ 
第３節 コーディネーター養成の達成度を評価する視点及び方法 
 
１ 達成度を評価する視点 
そもそもコーディネーターは、今日のように山積する教育課題を抱える地域において、
社会総がかりで教育再生を目指し、学校・家庭・地域住民が連携する事業を展開するた
めに、人材と活動の場の橋渡し役として、また事業の推進役として不可欠な存在として
期待されている。複雑化する社会の中で、こうした役割を果たすためにコーディネータ
ーに求められるのが、専門性と資質・能力を高めるための研修の充実である。 
平成19年度の本調査研究において、都道府県・政令市教育委員会に、コーディネータ
ーの職務を遂行する上での課題について聞いたところ、「研修会の充実」という回答が最
も多かった(1)。そこで、昨年度、調査票による調査と先進的・先導的な事例調査により、
コーディネーターの活動状況・職務内容とともに、必要な資質・能力を明らかにし、コ
ーディネーター養成プログラムの構造モデルを提示したところである。 
しかしながら、コーディネーターの養成は、研修だけで為し得るものではない。一般
的に、養成過程は、正方向のスパイラルで「研修(集合研修のみならず、自己啓発も含む)」
と「実践」を持続的に繰り返し、資質・能力を
高めていくものと考えることができる【図１】。
よって研修は、あくまでも養成過程の一部にす
ぎないのであって、研修を評価することで、コ
ーディネーター養成の達成度を評価したことに
はならないのである。 
「コーディネーター養成の達成度」は、コー
ディネーターの活動によって地域にどのような
アウトカム(獲得・実現したい状態)が生じたか、
ということが最終的な評価といえよう。しかし、
アウトカム評価(獲得・実現したい状態について
の評価)を分析する上で、研修と実践の双方を診断
し、養成過程全体を評価・検証していくことが重
要である。 
 
２ 評価の方法 
養成過程全体を評価するために、ここでは研修事業とコー
ディネーターに求められる要素(知識・技術)の獲得及び地域
の変容という３つの視点から診断するための一方法について
提示する。 
 
（１）研修事業の診断 
研修事業の評価においては、 主催者(実施主体)による実
施過程の評価とともに、受講者による実施内容の評価とい
った両面から行う必要がある。特に、実施内容について、
受講者から評価を受ける場合、感情的・主観的評価になり
やすかったり、要求内容・要求水準が多様であるため、画
一的な評価基準を設定しにくいといった問題点もあるが、調査票の構成によってはか
1A 学習内容
1B 学習レベル
2A 学習方法
2B 学習形態
2C 利用教材
2D 講師・助言者
3A 開催期日
3B 開催時刻
3C 会場(設備)
3D 経費
4A 職員の対応
4B 学習環境
4C 運営体制
5
1
2
3
4
項　　目
学習内容
学習方法
学習条件
事業運営
総  合  的  評  価
診断項目
【表１】評価の診断項目 
研
修
実
践
資
質
能
力
の
獲
得
大
小
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 なり除去することができる。評価の診断項目についての一例を示したのが【表１】で
ある。各々の診断項目について、主催者と受講者が相互に評価を行う。特に、受講者
による評価は、段階評定法(2)によって満足度を測定することも一方法である。 
今年度の本調査研究では、実証研究事業として実施する研修プログラムについて受
講者アンケート【P４ 表２－２】や研修事業の実施主体(主催者)の評価シート【P５ 
表２－３、表２－４】によって、妥当性や有用性等の測定を試みている。 
 
（２）コーディネーターの自己診断 
コーディネーターに求められる要素(知識・技術)について、自分の現状レベルを把
握しておくことが大切である。研修の全日程が終了した直後に、研修成果を把握する
ために受講者にアンケート調査を実施することがある。ただし、短期間の研修で受講
者の大きな変容を期待することは難しいのだが、研修前の自身の知識・技術レベルを
把握していないことには、研修成果を測定することは困難といえる。研修の効果を測
定し、さらには、コーディネーター自身の課題を把握するためにも、自己診断は重要
なことである。コーディネーター自身で、容易に診断できるようなチェックシートの
作成が必要であろう。 
ここで自己診断チェックシートの一例を示すとする【表２】。 
これは本調査研究が提示する「コーディネーター養成の研修プログラムに共通する
要素(構造モデル)」を、ベースに自己診断のためのチェックシートの具体例として作
成したものである。それぞれの学習テーマ(学習内容)について、具体的な行為レベル
での行動指標を作成し、チェック項目としたものである。チェック項目の内容や数は、
活動領域と地域の実態に即して設定することが望ましく、限定されるものではない。 
そして、チェック項目について、４件法で自己評価を行う。各資質・能力の領域ご
とに平均スコアを算出する。こうして算出されたデータを、６つの領域を軸としたレ
ーダーチャートに表すことによってコーディネーターとしての到達レベルと課題を把
握することができる【図２】。 
なお、こうしたチェックは、研修の事前事後に実施し研修の成果を図ることも可能
であるが、大きな成果を期待することは難しい。むしろ、研修・実践のサイクルの中
で、定期的に実施していくことが必要ではないかと思う。故に、コーディネーターの
養成は、長期的なスパンでとらえ、定期的にフォローアップ研修を実施することが望
まれる。 
一方、研修事業の主催者（実施主体）にとっても、受講者の知識・技術の獲得状況
を把握することによって、重点を置くべき学習内容が明らかとなり研修プログラム立
案に際しての貴重な情報となりうるものである。地域の中で、コーディネーターに期
待する役割を踏まえ、地域の実情に即した独自の診断シートを作成する必要がある。 
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回答欄 スコア 
十分に 身につ い て いると思う
 
どちらかと言えば身につ い て ると思う
 
あまり身に つ い て いない 思う
 
まっ たく身につ い て いな と思う
 
資質・能力 
の領域 
チェック項目 
(4点) (3点) (2点) (1点) 
合
 
 
 
計
 
平
 
 
 
均
 
社会教育の意義を理解している    ○   
１Ａ 
学習者の特性を理解している    ○   
国や県の生涯学習・社会教育施策を理解している    ○   
１Ｂ 
○○市の生涯学習・社会教育施策を理解している  ○     
学校教育の現状について理解している ○       
１Ｃ 
学校教育の課題について理解している  ○     
人権問題について理解している  ○     
１Ｄ 
人権に配慮した行動ができる  ○     
１ 
１Ｅ 個人情報保護と情報公開についての関係法規を理解している    ○   
24 2.7
○○市におけるコーディネーターの役割について理解している    ○   
２Ａ 
当事者間でメリット・デメリットがないように調整することができる  ○     
現状以上の状態をすべての当事者に提供することができる    ○   
２ 
２Ｂ 
改善の余地がない状態を常に選択することができる    ○   
9 2.3
地域情報の種類について理解している ○     
３Ａ 
地域情報の収集方法について理解している  ○   
地域情報を分類することができる  ○   
３ 
３Ｂ 
収集した地域情報のファイリングやデータベース化することができる    ○   
12 3.0
日常的に地域住民と情報交換することができる ○     
４Ａ 
相手の話に関心を示すことができる ○     
話の聞き役になることができる  ○   
４ 
４Ｂ 
相手の年齢・立場に応じた会話ができる  ○   
14 3.5
地域行事には必ず参加することができる  ○   
相談・交渉に自ら出向くことができる    ○   ５Ａ 
関係団体のキーパーソンを把握している    ○   
５ 
５Ｂ ネットワーク診断することができる      ○ 
8 2.0
問題の原因をつかむことができる  ○   
６Ａ 
学習プログラムを企画・立案できる  ○   
目標設定と評価の方法について理解している    ○  
６Ｂ 
評価を基にした改善策を提案することができる    ○  
６ 
６Ｃ リーダーの役割を理解している  ○    
13 2.6
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
0.0 
1.0 
2.0 
3.0 
4.0 
基礎領域
コーディネート
地域情報
コミュニケーション
ネットワーク
関連領域 資　質　・　能　力　の　領　域 平均
１．コーディネーターとしての基礎領域 2.7
２．コーディネートに関する理解とスキル 2.3
３．地域情報の収集・組織化・提供についての理解とスキル 3.0
４．コミュニケーションに関する理解とスキル 3.5
５．ネットワーク形成についての理解と診断スキル 2.0
６．コーディネートの関連領域 2.6
【図２】自己診断レーダーチャート例 
※「1 コーディネーターとしての基礎領域」の「1C 活動領域の基礎的事項（選択）」は、学校教育支援のコーディネーターを例としている。
生涯学習支援、学習相談、地域の教育力支援、家庭教育支援、体験活動・ボランティア活動、職業教育支援、男女共同参画学習等のコー
ディネーターについては、それぞれの活動領域に合わせてチェック項目を作成する。 
【表２】コーディネーター自己診断チェックシート(例) 
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 地域の教育力の低下
資　源 インプット 養成研修の実施
生産(活動) アウトプット コーディネート / 活動
成　果 アウトカム 地域の教育力の向上
現　　状
（３）地域の診断 
コーディネーターの養成をロジックモ
デル(3)で考えたのが、【図３】である。地
域の教育力の低下に対して、コーディネー
ターの養成という資源をインプットする。
養成されたコーディネーターは、地域にお
いて人材と活動の場のコーディネートなど
の活動を行いアウトプットする。このこと
によってアウトカムとして、地域の教育力
の向上が図られるという一連のプロセスで
ある。コーディネーターがどの程度活動し
たか、または何回コーディネートしたかと
いうアウトプット(活動)志向ではなく、ア
ウトカム(成果)志向で捉えるべきである。
コーディネーターの養成と活動促進は、地域が目指すべき姿に向けてアプローチする
ための一つの手段・方法である。よって、地域の変容をとらえることが、コーディネ
ーター養成の最終的な達成度の評価といえるのではないかと考える。それでは、実際
にアウトカム(成果)を測定するためには、重要性、意義、現実性、合理性などの視点
を考慮した評価指標を設定することが必要となってくる。 
最近では、教育委員会が策定する教育計画において、数値目標を明示したもの(4)も
散見できるようになってきている。ここでは、学校支援に関わるコーディネーター養
成の達成度の評価指標として想定される項目の例を示すとする【表３】。このように、
コーディネーターの活動による成果(地域の変容)を診断するための項目をリストし、
定期的に診断していくことが大切であろう。 
 
 
成  果  指  標 (例) 現在値 目標値
「学校が楽しい」とこたえる児童生徒の割合   
「学校生活に満足している」とこたえる児童生徒の割合   
「授業がわかる」とこたえる児童生徒の割合   
児童生徒の１か月の読書冊数   
「地域の人にあいさつしている」とこたえる児童生徒の割合   
ボランティア活動をしている児童生徒の割合   
「授業や児童生徒指導により力を注ぐことができるようになった」とこたえる教員の割合   
生涯学習活動に取り組んでいる住民の割合   
地域で子どもをはぐくむ活動に参加した住民の割合   
学校支援ボランティアの登録者数   
学校支援ボランティアの活動件数   
「地域の教育力が向上した」とこたえる住民の割合   
 
 
 
【表３】地域診断のための成果指標例(学校支援の地域コーディネーターの場合) 
【図３】コーディネーターの養成 
    ロジックモデル 
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研修
実践研修
実践
A
AA
A
B
B
C
 
（４）評価の留意点 
コーディネーター養成の達成度の評価は、
研修事業のみを評価することで為し得るもの
ではないことは、前述のとおりである。【図４】
は、養成達成度の評価イメージを表したもの
である。コーディネーターの養成過程は、研
修と実践が繰り返される中で知識・技術を獲
得していく。研修と実践の間には、常にコー
ディネーターの自己診断を行い、さらに実施
主体(主催者)は、研修事業の診断を行う。こ
うした研修と実践という場面軸での評価が必
要となる。 
また、【図４】に示すサイクルは、正方向の
スパイラルを描き、コーディネーターの資
質・能力の獲得がなされるため、時間軸で継
続的に評価していくことも大切である。 
最終的には、こうした一連のサイクルの結
果、地域にはどのようなアウトカムが生じたかということについて地域を診断するこ
とが、達成度の評価といえるのではないだろうか。 
一方、コーディネーターの資質・能力の獲得状況を評価するにあたり、考慮しなけ
ればならないのは、地域の実情である。学校支援を例にすると、学校が求める支援内
容に適した人材を発掘できないのは、コーディネーターの能力ばかりではなく、地域
に適した人材がいないということも考えられる。このように、学校からの協力要請に
応え得る人材を発掘できないことが、コーディネーターの力量として問われることに
は問題がある。コーディネートできないことは、コーディネーターの力量のみに起因
するのではなく、さまざまな要素があることを忘れてはならない。 
 
(佐久間 章) 
 
(1) 「コーディネーターの資質・能力向上を図るための研修会の充実」が55％であり、次
いで「地域の人材が活躍する場の開発・充実」が53％、「コーディネーターが活躍する
場の充実」が42％、「関係機関等とのネットワークの充実」が30％となっている。  
(2) 意見や態度の程度を調べるために用いられる単数回答法の一つ。例えば、満足度に対
しては、「とても満足」「満足」「どちらともいえない」「やや不満」「とても不満」といっ
た五段階の選択肢の中から一つ選んでもらう。  
(3)  1970年代に米国のシンクタンク、アーバンインスティチュートによって開発された手
法  
(4) 静岡県教育委員会が、平成22年度まで教育の進むべき方向と主要な施策を示した静岡
県教育計画『「人づくり」2010プラン後期計画（2006～2010）』では、各々の施策に対
して数値目標を設定している。
http://www.pref.shizuoka.jp/kyouiku/2010-kihon/main.htm 
A : コーディネーターの自己診断 
B : 実施主体(主催者)の事業診断 
C : 地域の診断 
【図４】コーディネーター養成達
成度の評価イメージ 
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第４章 社会教育を推進するコーディネーター
養成のための研修プログラムのモデル
集 
 
 
 
 
 
 第４章 社会教育を推進するコーディネーター養成のための研修プロ
グラムのモデル集 
 
第１節 研修プログラムモデルの活用にあたって 
 
この第４章では、実証研究事業の結果等を基にした研究により開発したコーディネータ
ー養成のための研修のモデルプログラムを例示する。 
このモデルプログラムは、社会教育を推進するコーディネーターの中でも、下記の３つ
の領域のコーディネーター養成を想定して開発したものである。 
○ 家庭教育支援のコーディネーター 
○ 学校支援のコーディネーター 
○ 地域教育プラットフォームのコーディネーター 
 
以下に示している３つのモデルプログラムの内容や方法、教材やワークシートなどは、
都道府県や市町村等において、それぞれの領域のコーディネーター養成研修を実施する際
に実効ある展開を期待できるモデル、つまり、そのまますぐに利用できるものとして開発
したものである。しかしながら、コーディネーターの養成研修を実施する地域の状況、受
講者（養成対象者）の現状、期待するコーディネーター像、指導者等の人材や実施会場の
条件などを考慮し、柔軟かつ適切にアレンジして、実情に最も即した研修プログラムを企
画し、展開されることを強く期待しているものでもある。 
コーディネーターの養成研修の評価は、第３章第３節（33ページ）で述べたように、ア
ウトプット（活動）志向ではなく、アウトカム（成果）志向－例えば地域の教育力が向上
したか－で捉えられるものと考えるならば、研修企画担当者は、地域が現状より良くなる
結果を生み出すために、我が地域のコーディネーターはどのような実践的な能力やスキル
を身につけることが必要かという問題意識を持つことが肝要となってくる。 
社会教育を推進するコーディネーターは、地域を基盤に活動することが基本であるから、
その養成研修の企画立案に際しては、地域の状況を理解する内容はもちろん、地域の状況
を素材（教材）にした内容や、地域で実際に生じている問題の解決方法を検討・協議する
内容などを積極的に取り入れていきたいものである。 
なお、モデルプログラム中の「構造モデルの位置付け」は、本報告書（28ページ）であ
らためて示した構造モデルである。 
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 第２節 家庭教育支援のコーディネーター 
 
１ 事業名 
家庭教育支援のコーディネーター養成研修会 
 
２ 事業の趣旨 
家庭教育支援のための理論や先進的事例研究及び様々な技法修得等、必要な専門的事
項について研修を行い、地域の家庭教育を支援するコーディネーターの養成・スキルア
ップを図る。 
 
３ 対象 
子ども会・子育てサークル・PTA 等のリーダーやリーダー候補者、市町村教育委員会
職員 
 
４ テーマ・内容・研修プログラム 
（１）研修プログラム全体の編成の視点 
家庭教育支援のためのコーディネーターには、地域にどんな人材がいて、どんな人
材を求めているか、どんな活動の場所があるかなど、地域の様々な情報の収集把握も
含め、コーディネートについての基礎的・基本的な理解と独自の技法が必要になって
くる。また、活動の内容（調整能力）には、いくつかの段階があると考えられる。第
１段階は「人と人、人と施設や機関などとの連携に関する調整能力を必要とする段階」、
第２段階は「企画・設計する力と企画や設計に関する調整能力を必要とする段階」、第
３段階は「家庭教育を支援するチームのリーダーとして、組織や活動を円滑に進行す
るための調整能力を必要とする段階」である。 
そこで、その各段階のコーディネーターを育てるため以下の研修を編成し、養成・
スキルアップを図る。 
第１段階「養成研修」 
①  生涯学習・社会教育、特に家庭教育についての基礎知識及び、人権教育や個人
情報等についての基礎知識 
②  地域情報の収集・組織化・提供に関する理解 
③  コーディネートに関する理解と技法 
④  コミュニケーションに関する理解とスキル 
第２段階「スキルアップ研修①」※「養成研修」修了者対象 
①ネットワークに関する理解とつくり方及びネットワーク診断スキル 
②企画・設計・デザインに関する理解 
③PDCA サイクルと評価 
   第３段階「スキルアップ研修②」※「スキルアップ研修①」修了者対象 
①  組織マネジメント 
②  能力を最大限に引き出し、自ら考え動くことを促す手法 
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 （２） 全体日程（日数・回数）  全６回 計36時間 
第１段階「養成研修」（４回４日16コマ） 
回 コマ テーマ（学習主題） 学習目標 主な学習内容 主な学習方法 予定講師 時間数 構造モデルの位置付け
１ 
今求められる生
涯学習・社会教育
とは・・・・・ 
生涯学習・社会教
育の意義や学習
者の特性等、基礎
的・基本的事項を
知る。 
生涯学習・社会教
育の意義、学習者
の特性 
講義 ○当該地
域の生涯
学習・社
会教育担
当者 
1.5 
《基礎領域》 
1A: 生涯学習・社会教
育の基礎 
1B：当該地域の生涯学
習施策・社会教育
２ 
家庭教育・子育て
支援の現状と課
題を知ろう 
家庭教育支援コ
ーディネーター
としての基礎を
知る。 
家庭教育支援、コ
ミュニティ形成
と生涯学習 
講義 ○当該地
域の生涯
学習・社
会教育担
当者 
1.5 
《基礎領域》 
1C:活動領域の基礎的
事項 
３ 
家庭教育支援上
配慮すべき人権
意識とは・・・・ 
家庭教育支援上
配慮すべき人権
意識を知る 
人権についての
基礎 
講義 ○担当課
職員 1.5 
《基礎領域》 
1D:人権教育 
１ 
４ 
家庭教育支援上
配慮すべき個人
情報保護と情報
公開とは・・・・ 
家庭教育支援上
配慮すべき個人
情報保護と情報
公開を知る 
個人情報保護と
情報公開につい
ての基礎 
講義 ○担当課
職員 
1.5 
《基礎領域》 
1E:個人情報保護と情
報公開 
２ 1～4 
地域の教育資源
の発掘と有効活
用を図ろう 
地域の教育資源
の発掘と有効活
用を知り、実践化
を図る。 
地域情報の種類
と収集のコツ、収
集した地域情報
の分類・整理法・
活用法 
講義及び演習 ○研究者
６ 
《地域情報の収集・組
織化・提供》 
3A:地域情報の収集法 
3B:地域情報の組織化
と提供 
３ 1～4 
家庭教育支援コ
ーディネーター
に求められるも
のは・・・・・ 
家庭教育支援コ
ーディネーター
の役割と職務に
ついて理解し、具
体的な活動の実
践化を図る。 
家庭教育支援コ
ーディネーター
の 具 体 的 な 役
割・職務 
講義（実践事
例紹介等も含
む）及び演習
○先進的
な取組地
域のコー
ディネー
ター 
６ 
《コーディネート技
法》 
2A:ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰの役割 
2B:ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ技法 
４ 1～4 
双方向型のコミ
ュニケーション
力を高めよう 
様々なスキルを
使い、コミュニケ
ーション力を高
め、実践化を図
る。 
傾聴、共感、提案、
説得等について
のコミュニケー
ション・スキルの
理論、非指示なカ
ウンセリング・ス
キル 
講義及び演習 ○研究者
６ 
《コミュニケーショ
ン・スキル》 
4A:ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論 
4B:ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ･ｽｷﾙ 
 
第２段階「スキルアップ研修①」（１回１日４コマ） 
回 コマ テーマ（学習主題） 学習目標 主な学習内容 主な学習方法 予定講師 時間数 構造モデルの位置付け
１ 
ネットワーク形
成～ネットワー
クの実際と意義
を知る～ 
ネットワークの
意義を理解し、そ
れを生かした地
域で支え合う家
庭教育支援を図
る。 
ネットワーク形
成・連携、ネット
ワーク診断スキ
ル 
講義 ○先進的
な取組地
域のコー
ディネー
ター 
1.5 
《ネットワーク形成》
5A:ﾈｯﾄﾜｰｸの理解、つく
り方 
5B:ﾈｯﾄﾜｰｸ診断 
１ 
2～4 
子どもが主役の
地域づくり～企
画・設計・デザイ
ンの理論を知る
～ 
地域に密着した
子育て支援の実
践的なプランニ
ング力を高める 
プランニング理
論、プランニン
グ・スキル、PDCA
サイクルと評価 
講義及び演習 ○研究者
4.5 
《企画・設計・マネジ
メント》 
6A:企画・設計・ﾃﾞｻﾞｲ
ﾝ 
6B:PDCA ｻｲｸﾙと評価 
 
第３段階「スキルアップ研修②」（１回１日４コマ） 
回 コマ テーマ（学習主題） 学習目標 主な学習内容 主な学習方法 予定講師 時間数 構造モデルの位置付け
１ 1～4 
チームを効果的
に運営する～能
力を最大限に引
き出しより高い
成果を生み出す
ことに関する理
解と自ら考え動
くことを促す手
法を知る～ 
組織として、まわ
りの人・物・金・
情報等を効率良
く効果的に運営
し、成果を達成す
る力を高める方
法を知り、実践化
を図る。 
能力を最大限に
引き出し、自ら考
え動くことを促
す手法 
講義及び演習 ○研究者
６ 
《企画・設計・マネジ
メント》 
6C:組織ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 
（若月 信久） 
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テーマ ＜３６０分＞ 第１段階 
第２回 地域の教育資源の発掘と有効活用を図ろう 
 
この回のねらい 
地域の教育資源の発掘と有効活用を知り、実践化を図る 
構造モデルの位置付け 
３Ａ 地域情報の収集法 
３Ｂ 地域情報の組織化と提供 
構造モデル要素の組合せの意図 
家庭教育支援のコーディネートをするために必要な地域情報の収集と提供を一体的に理解するため 
 
 
 
 活動 学習方法 内容 展開のポイント・留意点 所要時間 
導
入 
活動１ 講義 地域情報の収集法 
～地域の教育資源の発掘と
活用を知る 
パワーポイント及び資料を使
用しての講義 
９０分
活動２ 演習① 情報の洗い出し 家庭教育に関わる様々な情報
を付箋紙に箇条書きで記入し、
模造紙に貼っていく 
９０分
展
開 
活動３ 演習② 情報の分類・整理、活用 付箋紙に記入された情報を内
容別などに分けて貼るととも
に、それぞれ内容別の関連も考
える。また、情報を活用するに
あたっては、誰に役立つ情報な
のかも併せて活用方法を考え
る 
１２０分
ま
と
め 
活動４ 発表・まと
め 
発表・まとめ・ふりかえり 地域の教育資源の内容と関連
性、活用方法などを決められた
時間内（１グループ５分）で発
表する 
６０分
 
 
 
 
 
 
 
 
 
講義資料、模造紙、付箋紙、マジック 準備するもの 
具体的な展開と進め方 
 
○家庭教育支援者として、地域の教育資源発掘の観点やその収集法が理解できたか 
○家庭教育支援者として、収集した教育資源の有効活用の仕方が分かり、活用の具体案を描けたか 
まとめ（ふりかえり）のポイント 
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テーマ ＜３６０分＞ 第１段階 
第３回 家庭教育支援コーディネーターに求められるものは… 
 
この回のねらい 
家庭教育支援コーディネーターの役割と職務について理解し、具体的な活動の実践化を
図る 
構造モデルの位置付け 
２Ａ コーディネーターの役割 
２Ｂ コーディネート技法 
構造モデル要素の組合せの意図 
家庭教育支援コーディネーターの役割の理解と必要な技法の習得を一体的に図るため 
 
 
 
 活動 学習方法 内容 展開のポイント・留意点 所要時間
導
入 
活動１ 講義 コーディネーターの
役割と任務 
パワーポイント及び資料等を使用し
ての講義 
９０分
活動２ 演習① コーディネーターと
しての思いを語る 
グループ内で新たな発見を大切にし
ながら、各自の役割（これから行おう
とすること）や課題（考えられること）
などの情報交換を行う。また、その活
動をとおしながら、ワークシート①を
使い家庭教育支援のコーディネータ
ーとしての思いを固める 
９０分
展
開 活動３ 演習② コーディネート構想
を作る 
動機「why?（何故）whom?（誰の
ために）how far?（どこまで）」手法
「when?（いつ）where?（どこで）
what?（何を）how?（どのように）」
資源「who?（誰が）how much?（い
くらで）」を確認しながら、ワークシ
ート②を使いコーディネート構想を
作る 
１２０分
ま
と
め 
活動４ 発表・まと
め 
発表・まとめ・ふりか
えり 
構想を作成するにあたって、動機、手
法、資源と重点的に話し合われたこと
などを決められた時間内（一人２分）
で発表する 
６０分
 
 
 
 
 
 
 
講義資料、演習資料「ワークシート①・②（44・45ページ）」 
具体的な展開と進め方 
 
○家庭教育支援コーディネーターとしての役割や職務（具体的な仕事）が理解できたか 
○家庭教育支援コーディネーターとしての心構えや具体的な構想を作ることができたか 
まとめ（ふりかえり）のポイント 
準備するもの 
－ 43 －
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ワ
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②
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ｄａ
ｌａ
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１
　
中
心
に
家
庭
教
育
支
援
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
　
　
こ
れ
か
ら
行
お
う
と
す
る
こ
と
や
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
書
　
　
き
ま
す
。
2　
そ
の
ま
わ
り
に
、
ど
こ
で
も
い
い
の
で
、
そ
の
中
心
か
　
　
ら
連
想
さ
れ
た
り
関
連
づ
け
ら
れ
る
こ
と
、
「こ
う
だ
」
　
　
と
思
う
こ
と
を
ど
ん
ど
ん
書
き
ま
す
。
３
　
次
に
ま
わ
り
に
書
い
た
項
目
の
う
ち
１
つ
を
さ
ら
に
広
　
　
げ
て
み
る
。
年
月
日
（　
　
）
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テーマ ＜３６０分＞ 第１段階 
第４回 双方向型のコミュニケーション力を高めよう 
 
この回のねらい 
様々なスキルを使い、コミュニケーション力を高め、実践化を図る 
構造モデルの位置付け 
４Ａ コミュニケーション論 
４Ｂ カウンセリング・スキル 
構造モデル要素の組合せの意図 
家庭教育支援コーディネーターに必要な実践的なコミュニケーション力を高めるため 
 
 
 
 活動 学習方法 内容 展開のポイント・留意点 所要時間
導
入 
活動１ 講義 質問する、引き出す、
承認する活動をとお
し、双方向のコミュニ
ケーション力を高める
パワーポイント及び資料等を使用し
ての講義 
９０分
活動２ 演習① 二人組での活動～相手
との関わりの早い時期
に、より良い人間関係
を築くスキル 
相手との会話の中で、挨拶の様子や顔
の表情など、相手を捉えるいくつかの
観点を知るとともに良い関係を築く
方法を知る 
９０分
展
開 活動３ 演習② 二人組での活動～コミ
ュニケーションを実現
するスキル 
相手の言葉、話のリズム、スピード、
テンポに合わせることをとおして、話
を引き出し、より高い成果を生み出す
ことをサポートする方法を知る 
１２０分
ま
と
め 
活動４ 発表・まと
め 
発表・まとめ・ふりか
えり 
今日の研修会であなたが学んだこと
などを中心に、一人一人が決められた
時間内（一人１分）で発表する 
６０分
 
 
 
 
 
 
 
 
講義資料、演習①②で使用する資料「コミュニケーション力を高める説明
具体的な展開と進め方 
 
○家庭教育支援者として、コミュニケーション論の理解とコミュニケーション力を高める様々なスキ
ルがあることを知ることができたか 
○家庭教育支援者として相手の話に関心を示し、相手の気持ちを引き出せたか 
まとめ（ふりかえり）のポイント 
 
準備するもの 
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テーマ ＜２７０分＞ 第２段階 
第１回 子どもが主役の地域づくり～企画・設計・デザインの理論を知る～
 
この回のねらい 
地域に密着した子育て支援の実践的なプランニング力を高める 
構造モデルの位置付け 
６Ａ 企画・設計・デザイン 
６Ｂ PDCA サイクルと評価 
構造モデル要素の組合せの意図 
家庭教育支援コーディネーターに必要な実践的な事業プランニング力を高めるため 
 
 
 
 活動 学習方法 内容 展開のポイント・留意点 所要時間
導
入 
活動１ 講義 子どもが主役の地域
事業を企画してみよ
う 
パワーポイント及び資料等を使用し
ての講義 
６０分
活動２ 演習① 地域マップづくり 子どもの活動に関する情報を付箋紙
に箇条書きで記入する。そして、それ
を地図上の関係するところに貼って
いく 
３０分
展
開 活動３ 演習② 推進企画づくり 企画作成に当たっては、企画設計ワー
クシートを使い、動機や手法・資源な
どを確認・共有し、地図マップ情報を
生かしながら推進企画を作成する 
１５０分
ま
と
め 
活動４ 発表・まと
め 
発表・まとめ・ふりか
えり 
地図マップ情報をどのように生かし、
企画づくりを行ったのかを決められ
た時間内（１グループ３分）で発表す
る 
３０分
 
 
 
 
 
 
 
 
 
講義資料、模造紙（事前に地図《身近な地域地図》を記入しておく）、付
箋紙、マジック、企画設計ワークシート（48～51ページ） 
 
準備するもの 
具体的な展開と進め方 
 
○家庭教育支援者として目標設定と評価の方法について理解できたか 
○家庭教育支援者として地域に密着した子育て支援の実践的な学習プログラムを企画・立案できたか 
まとめ（ふりかえり）のポイント 
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 家庭教育支援のコーディネーター養成研修会資料 
 
企画設計ワークシート① 
 
１ 活動目的（実現したいもの） 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 活動目的に到達するため関連付けられること                     
１ 
 
 
２ 
 
 
３ 
 
 
４ 
 
 
５ 
 
 
６ 
 
 
７ 
 
 
８ 
 
 
 
３ おこなおうとする事業の概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
※ ここまで記入してみて、３のおこなおうとする事業と１の活動目的とに整合性はあ
りますか? 無いとすれば、おこなおうとしている事業はあなたの活動目的にはふ
さわしくないということです。再考してください。 
 
４ コーディネーターとしてのかかわり 
 
 
 
 
 
 
 
－ 48 －
 ５ 企画の内容 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（１） 動機 
 
  ①何故 
 
 
  ②誰のために 
 
 
  ③どこまで 
 
 
（２）手法 
 
  ①いつ 
 
 
  ②どこで 
 
 
  ③何を 
 
  ④どのように 
 
 
（３）資源 
 
  ①誰が 
 
 
  ②いくらで 
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 家庭教育支援のコーディネーター養成研修会資料 
 
 
企画設計ワークシート② 
 
(1)事業名 
 
 
(2)事業の目的 
 
 
(3)実施主体 
 
 
(4)参加対象・定員 
 
 
(5)期間・時間（回数）  月  日～  月  日 １回の時間   時間×   回 
(6)場所 
 
 
 
 
展開 
回 テーマ 内容と方法 支援者 備考 
 
 
 
 
    
 
 
 
 
    
 
 
 
 
    
 
 
 
 
    
 
 
 
 
    
 
 
 
 
    
 
 
 
－ 50 －
 家庭教育支援のコーディネーター養成研修会資料 
 
企画設計ワークシート③ 
 
展開計画 
第  回 テーマ： 
目  標 
 
 
 
 
準備するもの 
 
 
 
 
 
 
 
 
会場図 
 
流れ 時間 活動 
導入 
 
 
 
 
展開 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ふりかえり 
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テーマ ＜３６０分＞ 
第３段階 
第１回 
チームを効果的に運営する 
～能力を最大限に引き出し、より高い成果を生み出すことに関する理
解と、自ら考え動くことを促す手法を知る～ 
 
この回のねらい 
組織として、まわりの人・物・金・情報等を効率良く効果的に運営し、成果を達成する
力を高める方法を知り、実践化を図る 
構造モデルの位置付け 
６Ｃ 組織マネジメント 
 
構造モデル要素の組合せの意図 
組み合わせなし 
 
 
 
 活動 学習方法 内容 展開のポイント・留意点 所要時間
導
入 
活動１ 講義 今、『能力を最大限に引き
出し、自ら考え動くこと
を促す手法』が求められ
るのは？ 
パワーポイント及び資料等を使用
しての講義 
９０分
活動２ 演習① 二人組での活動～相手を
認める、受け入れる、味
方になる、ほめることを
知る 
良いリーダーとなるために努力し
ていることを考え、「相手を認め
る、受け入れる、味方になる、ほ
めること」の大切さを知る 
９０分
展
開 活動３ 演習② 二人組での活動～チーム
メンバーを活性化する効
果的な質問を知る 
具体的に行動を促す質問や問題解
決のために気づきを促す質問を考
えるとともに実際に行い体験し、
実践化につなげる 
１２０分
ま
と
め 
活動４ 発表・まと
め 
発表・まとめ・ふりかえ
り 
一人一人が決められた時間内（１
グループ１分）で１日の感想も含
め自由に発表する 
６０分
 
 
 
 
 
 
 
講義資料、演習①②で使用する「能力を最大限に引き出し、自ら考え動
くことを促す手法」説明資料 
 
準備するもの 
具体的な展開と進め方 
 
 ふりかえりシートを使用（原則全員提出） 
○家庭教育支援者としての仕事の例を思い浮かべることができたか 
○家庭教育支援者になるための心構えが強まったと思うか 
○家庭教育支援者として役立つ知識やスキルを新たに身につけることができたか 
○家庭教育支援者としてこれからも人と人・人と施設や期間などを結ぶ活動で生かすことができそう
か 
まとめ（ふりかえり）のポイント 
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 第３節 学校支援のコーディネーター 
 
１ 事業名 
学校支援コーディネーター（仮）養成講座 
 
２ 事業の趣旨 
学社融合は、研修や学習によって学校が力をつけ、社会教育が力をつけることによっ
て、初めて信頼関係を築くことができる。 
社会の要請に応える社会教育としての役割を果たすためには、社会教育関係者の資質
の向上が必要であり、とりわけ学校支援のコーディネーターには単なる調整者ではなく、
プランナーとして、プロデューサー、コーディネーターとしての資質が問われ、そうし
た人材の育成要請プログラムは必要不可欠である。 
主には、下記のようなことをねらいとしている。 
○学校支援コーディネーターとしての基礎・基本となる知識の習得をする。 
○学校と地域、学校と保護者の調整役としてのコーディネートの技術・スキルを身
につける。 
○学校支援コーディネーターとしての「熱意」や「思い」といった意識を高める。 
 
３ 対象 
市町村教育委員会職員、地域コーディネーター、公民館（交流センター）職員 
 
４ テーマ・内容・研修プログラム 
（１）研修プログラム全体の編成の視点 
本研修プログラムは、学校を支援するための地域や家庭との連絡・調整者であるコ
ーディネーターを養成することから、そのコーディネートに必要な知識・技能・実践
の３つの視点からの講座構成を考えている。また、学校支援のコーディネーターであ
るが、社会教育の側面からの支援ということを忘れないような研修にしていきたいと
考える。 
受講者にとって研修しやすいように学習テーマについてはできるだけ１日の研修、
半日の研修で完結できるように心がけている。対象である受講者以外にも学校教職員
も聴講できる講座を準備することとしている。現在、養成期間としては２年を予定し
ている。始めの１年は、基礎的な講座を中心に１回目から６回目までを４コマ６時間
で実施し、２年目は、より実践的な講座を中心に７回目から14回目までを２コマ３時
間の講座としている。 
また、学校支援コーディネーターを養成するという視点から学校教育関係者と合同
での研修を入れたり、学校教育の実際を視察したりと学校教育についての研修を入れ
ているのが特徴である。学校支援ということになると地域の思いと学校の思いを結び
つけることが重要になり、お互いのことを知っていることがとても大切な視点である。
そのような視点も考慮しながら研修プログラムを構成することとする。 
講師等については、できるだけ地元の大学や県教育委員会の協力を得て、実施でき
るようにした。内容によっては、市町村教育委員会の職員、社会教育主事、首長部局
の職員が講師となることも考えていくこととする。 
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 （２）全体日程（日数・回数）全14回 計60時間 
回 コマ テーマ（学習主題） 学習目標 主な学習内容 主な学習方法 予定講師 時間数 構造モデルの位置付け 
1～２ 生涯学習とは 
生涯学習につい
て基礎的な知識
等の理解をする 
生涯学習の基礎論 
生涯学習の定義と意義 
生涯学習社会の学習論（生
涯学習社会とは） 
講義 研究者 3 
《基礎領域》 
１Ａ：生涯学習・社会教育
の基礎 
3 社会教育とは 
社会教育の果た
す役割や意義を
理解する 
社会教育の歴史 
社会教育の意義 
社会教育の定義 
教育基本法改正と社会教
育法の改正（博物館法・図
書館法の改正） 
今後の社会教育の目指す
もの 
講義 研究者 1.5 
《基礎領域》 
１Ａ：生涯学習・社会教育
の基礎 
1 
4 
○○市の社会教育の現
状 
○○市の社会教
育推進について
理解を図り、これ
からの取り組み
の意欲を培う 
○○市の取り組み事例 
○○市の社会教育行政 
事例発表 
講話 
市職員 1.5 
《基礎領域》 
１Ｂ：当該地域の生涯学習
施策・社会教育 
1～２ 
学校教育の現状と学社
融合とは（学社融合論 
学校教育の現状
を知り、学校支援
のコーディネー
ターとしての関
わりを探る 
学校教育の現状（○○市の
現状） 
学社融合と連携 
学校支援地域本部事業と
は 
講話 
事例発表 
市職員 3 
《基礎領域》 
１Ｃ：活動領域の基礎的事
項 
１Ｂ：当該地域の生涯学習
施策・社会教育 
2 
３～４ 
学校におけるコーディ
ネートの実際と学校教
育における課題 
学校におけるコ
ーディネートと
は何かその役割
を知ると同時に
課題意識を持つ 
学校におけるコーディネ
ーターの役割と実際 
今、子どもたちに何がおき
ているのか 
学校教育における課題（校
長講話） 
（学校視察含む） 
学校視察 
講話 
市教育員会 
校長 
3 
《コーディネート技法》 
２Ａ：コーディネーターの
役割 
1 
家庭教育とは 
（家庭教育支援の必要
性） 
家庭教育支援の
必要性について
知る 
家庭教育支援とは 
家庭教育とは 
講義 研究者 1.5 
《基礎領域》 
１Ｃ：活動領域の基礎的事
項 
2 ○○市における子育て 
○○市の子育て
の現状を知り、○
○市の親理解を
する 
○○市の子育て支援施策
と課題 
講義 保健師 1.5 
《基礎領域》 
１Ｃ：活動領域の基礎的事
項 
3 
３～４ 
家庭教育の実践に学ぶ 
（親になるってどんなこ
と） 
親としての子育
てに対する悩み
や望みを○○市
の作成した子育
て支援カードを
実際に体験し親
への関わり方を
探る 
親になるために 
家庭教育基盤形成事業に
おける実践 
家庭教育カードの実践、家
庭教育講座の体験 
事例発表 
演習 
市の社会教育主
事 
3 
《基礎領域》 
１Ｃ：活動領域の基礎的事
項 
《コミュニケーション・ス
キル》 
４Ａ：コミュニケーション
論 
1 子どもの発達と課題１ 
乳幼児期の子ど
もの特性や課題
を理解する 
幼少期の子どもの心理 
子どもの特性 
講義 研究者 1.5 
《基礎領域》 
１Ｃ：活動領域の基礎的事
項 
2 子どもの発達と課題２ 
思春期の子ども
の特性を理解す
る 
思春期 反抗期 
コミュニケーション 
講義 研究者 1.5 
《基礎領域》 
１Ｃ：活動領域の基礎的事
項 
4 
３～４ 子どもの発達と課題３ 
特別に支援を要
する子どもの特
性を理解する 
発達障害支援等 講義 研究者 3 
《基礎領域》 
１Ｃ：活動領域の基礎的事
項 
1 
情報管理とプライバシ
ー保護 
情報とは何か。そ
の種類を理解し、
適切に管理する
手法を知る 
プライバシーと個人情報
情報管理 
講義 研究者 1.5 
《基礎領域》 
１Ｅ：個人情報保護と情報
公開 
２～３ 著作権の基礎 
著作権の必要性
とその基礎につ
いて理解をする 
著作権法と社会教育にお
ける著作権 
講義 研究者 3 
《基礎領域》 
１Ｅ：個人情報保護と情報
公開 5 
4 
学校支援及びコーディ
ネートにおけるリスク
管理と危機管理 
危機管理・リスク
管理について理
解をし、自分たち
にできる危機管
理・リスク管理を
考える 
リスク管理と危機管理 講義 研究者 1.5 
《基礎領域》 
１Ｅ：個人情報保護と情報
公開 
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 回 コマ テーマ（学習主題） 学習目標 主な学習内容 主な学習方法 予定講師 時間数 構造モデルの位置付け 
6 １～４ 人権教育 
人権感覚を磨き、
事業推進におい
て人権の視点を
持ち推進できる
よう人権知識に
ついて理解をす
る 
○○市における人権教育
の現状と取り組み 
人権センター企画の研修
会への参加 
講義 市人権センター 6 
《基礎領域》 
１Ｄ：人権教育 
7 １～２ コミュニケーション力 
調整者として必
要な、人と人との
関わりの基礎と
なる力を身につ
け、今後のコーデ
ィネーターとし
ての活動に活か
すことができる 
コミュニケーションとは
コミニュケーションの重
要性 
講義 
演習 
演劇の演出家 
企業研修担当者 
3 
《コミュニケーション・ス
キル》 
４Ａ：コミュニケーション
論 
8 １～２ 
学校教育との関わりと
目標の共有化 
学校のニーズや
思いを知り、学校
との目標の共有
化を図る 
島根県の進めるふるさと
教育を中心としたる学校
教員との情報交換 
地域と学校の目標づくり
（学社融合・連携の視点
で） 
演習 
市職員 
県教育員会 
3 
《基礎領域》 
１Ｂ：当該地域の生涯学習
施策・社会教育 
《地域情報の収集・組織
化・提供》 
３Ｂ：地域情報の組織化と
提供 
《ネットワーク形成》 
５Ａ：ネットワークの理
解、つくり方 
9 １～２ 人材バンクの作成 
学校応援団とな
る人材を発掘し、
人材バンクの作
成の仕方を知る 
地域における情報収集
法・地域における人材発掘
のコツとは 
○○市応援団の発掘 
講義 
人材バンク
作成の実際
市社会教育主事 3 
《地域情報の収集・組織
化・提供》 
３Ｂ：地域情報の組織化と
提供 
《ネットワーク形成》 
５Ａ：ネットワークの理
解、つくり方 
10 １～２ 学校支援ボランティア 
学校支援ボラン
ティアの特質や
特徴について理
解する 
ボランティアの中でも学
校支援に関わるボランテ
ィアの特徴を知り、今後の
学校支援における人材活
用へと活かすことができ
る 
講義 
意見交換 
市社会教育主事 3 
《基礎領域》 
１Ｃ：活動領域の基礎的事
項 
11 １～２ 学校への人材活用法 
学校にボランテ
ィアを関わって
もらう時の手法
や仕組みを探る 
地域人材をどう学校へ 
講義 
事例発表 
実践者 
市職員 
3 
《コーディネート技法》 
２Ｂ：コーディネート技法
12 １～２ 地域ニーズの把握 
他部局の地域づ
くりの手法につ
いて学び、地域ニ
ーズの把握やそ
の仕組みについ
て理解する 
地域ニーズの把握の手法
地域との関係づくり 
講義 
研究者 
地域振興課職員 
地域の活動団体 
3 
《ネットワーク形成》 
５Ａ：ネットワークの理
解、つくり方 
13 １～２ 
チラシづくりと広報戦
略 
学校支援ボラテ
ィアの募集等具
体的な情報発信
で使える広報の
手法を学び活用
することができ
る 
チラシの効果 
チラシの作成方法 
チラシづくりの実際 
演習 デザイナー 3 
《企画・設計・マネジメン
ト》 
６Ａ：企画・設計・デザイ
ン 
14 １～２ 
学校支援コーディネー
ターとして 
これから学校支
援コーディネー
ターとしての思
いを持ち、積極的
に学校支援でき
るように意識を
高める 
実践の課題と成果 
本当の意味での学校支援
とは（パネルディスカッシ
ョン） 
実践発表 
パネルディ
スカッショ
ン 
教育長 
市社会教育主事 
学校長 
学校支援コーデ
ィネーター 
3 
《基礎領域》 
１Ｃ：活動領域の基礎的事
項 
 
（土江 博昭） 
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テーマ ＜１８０分＞ 
第３回 家庭教育の実践に学ぶ（親になるってどんなこと） 
 
この回のねらい 
親としての子育てに対する悩みや望みを○○市の作成した子育て支援カードを実際に体
験し、親への関わり方を探る 
構造モデルの位置付け 
１Ｃ 活動領域の基礎的事項 
４Ａ コミュニケーション論 
構造モデル要素の組合せの意図 
家庭教育や親に関する基礎的事項や親とのコミュニケーションについて理解することで、コーディネ
ーターとして親と接する際のスキルを習得するため 
 
 
 
 活動 学習方法 内容 展開のポイント・留意点 所要時間 
導
入 
活動１ 実践発表 ○○市における家庭教育支
援の実践発表 
○○市内小学校区での家庭教
育支援の実践の現状と課題に
ついて発表する 
３０分
展
開 
活動２ 演習 家庭教育支援カード体験 グループワークでおこない、体
験の中で参加者同士が充分に
意見交換やコミュニケーショ
ンが図れるように進行する 
１２０分
ま
と
め 
活動３ まとめ まとめ・ふりかえり 「家庭教育支援手帳」等を活用
してコーディネーターの活動
参考になる部分を伝える 
３０分
 
 
 
 
 
 
 
 
 
文部科学省発行「家庭教育手帳」、○○市作成家庭教育支援カード（演習用カード）、
実践発表資料 
 
準備するもの 
具体的な展開と進め方 
 
○家庭教育及び家庭教育支援について理解できたか 
○親の気持ちについて理解することができたか 
○家庭教育についての現状や課題等について理解することができたか 
○グループで傾聴、共感、提案といったコミュニケーションを図ることができたか 
まとめ（ふりかえり）のポイント 
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 自分の経験・考え 
他の人の意見 
○○市作成家庭教育支援カード（演習用カード）１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ゆらぐ自我に向き合う！ 
夕飯時の携帯電話 
 中学1年生のＡ子は、父親と母親と弟の４人家族です。このところ毎日、お母さんに「携
帯電話を買って！買って！」としつこくねだっています。そんなＡ子に、お母さんはとうと
う根負けして言いなりになってしまいました。それでも、何とか「携帯をかけすぎて成績が
下がらないこと」「人に迷惑をかけないこと」を約束させました。 
 ところが、ようやく携帯電話を買ってもらったＡ子は、携帯電話を片時も離さず、着信を
いつも気にかけています。電話料金は高額になることもあり、また、最近では成績も下がっ
てきました。 
そんなある日、家庭での夕飯時 
 お父さんが帰ってきて、久しぶりに夕食に家族全員が揃いました。皆で食事をしている最
中に、携帯電話のメールの着信音が鳴り響きました。Ａ子は、食事もそこそこに、食卓でメ
ールを打ち始めました。それを見たお父さんとお母さんは・・・ 
テーマ：子どもの生活習慣を考えよう 
グループワーク 
○エピソードの夕食のような時、あなただったら、子どもにどのように言いますか（どのよ
うにしますか）。 
○あなたの家庭では、ルールや約束事はありますか。子どもがそれを守らなかった時には、
どうしますか。 
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 自分の経験・考え 
他の人の意見 
○○市作成家庭教育支援カード（演習用カード）２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
生活習慣としつけ 
中学１年生のＢ美は学校で宿泊学習に行き、いろいろな体験をしました。なかでも食事作
りは大変でした。 
初めての経験でしたが、協力しながら何とか作りました。後始末をするのも一苦労でした。
その時、「お母さんが、毎日、家族の食事の用意をするのはさぞかし大変だったろうな」と
思いました。これからは、少しでもお母さんのお手伝いをしようと心に決めました。家に帰
ると、お母さんが食事の準備をしていました。 
Ｂ美：お母さん、手伝おうか？ 
母：この前のテストの成績悪かったでしょう。手伝いなんかする暇があったら勉強しなさ
い 
Ｂ美：せっかく手伝おうと思ったのに･･･ 
母：今度のテストで良い成績をとる自信があるの？ 
父：手伝わせてもいいのに。でも勉強の方が大事だからな。 
テーマ：家庭での役割を考えよう（何を担わせるのか） 
グループワーク 
○それぞれの立場について，あなたはどのように思いますか？  
○あなたの家庭では、子どもの自立に対してどのように対応していますか。 
○子どもの自立についてうれしかったことや困ったことなどはありますか。また，その時どのよ
うに対応しましたか。 
○各家庭の様子をもとに、子どもの自立に向けて親はどのようにすればよいかについて話し合い
ましょう。 
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 自分の経験・考え 
他の人の意見 
○○市作成家庭教育支援カード（演習用カード）３ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
自立の後押し 親の出番は！ 
Ｃさんの子どもは３年生になりました。これを機会に今まで一緒にやっていた次の日の学
習の準備を、一人でやらせることにしました。最初は張り切ってやっていましたが、だんだ
んいい加減になり、朝起きてからあわててやったり、昨日のままのカバンで出かけようとす
るようになったようです。 
一学期の最後の面談のとき、忘れ物が大変多いことを知りました。困ったＣさんに相談を
持ちかけられました。どんなアドバイスをしますか。 
テーマ：子どもの自立を促すためにはどんな支援が必要でしょうか 
グループワーク 
・Ｃさんにどんなアドバイスをしますか。 
・自分の考えを出し合いましょう。 
・資料を読んで話し合いを深めましょう。 
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 自分の経験・考え 
他の人の意見 
○○市作成家庭教育支援カード（演習用カード）４ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
テストの点だけが成績じゃない！ 
今年も学期末の通知表をもらう時期になりました。うちの子はそこそこ成績が良い方で、
テストの点もまずまずです。今回もそこそこだろうと思い通知表を楽しみに見ました。とこ
ろが成績が今までより悪くなっていました。こんな我が子にどう声がけをしたらよいでしょ
うか。 
テーマ：子どもの成績がさがった時あなたならどうしますか？
グループワークの説明 
・子どもの成績が下がったとき、どんな声がけをしますか、書いてみましょう。 
・書いたことをもとに話してみましょう。 
・テストの点以外で子どもの良いところを見つけてみましょう。 
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テーマ ＜１８０分＞ 
第７回 コミュニケーション力 
 
この回のねらい 
調整者として必要な人と人とのかかわりの基礎となる力を身につけ、今後のコーディネ
ーターとしての活動に活かすことができる 
構造モデルの位置付け 
４Ａ コミュニケーション論 
 
構造モデル要素の組合せの意図 
組み合わせなし 
 
 
 
 活動 学習方法 内容 展開のポイント・留意点 所要時間 
導
入 
活動１ 講義 コミュニケーションの基礎 コミュニケーションの大切さ
やその基礎となる部分につい
て講義する 
２０分
活動２ 演習 心を開くためのアクティビ
ティ 
体を使ったゲーム等を通して
アイスブレイクをおこなう。
（ボールによるコミュニケー
ション） 
２０分
展
開 活動３ 演習 体を使った参加型ワークシ
ョップ（グループで簡単な
演劇を作成） 
演劇を作り上げることを通し
て、コミュニケーションのスキ
ルを身につけるワークショッ
プとする 
１１０分
ま
と
め 
活動４ 発表・まと
め 
発表・まとめ・ふりかえり 作り上げた演劇を発表する ３０分
 
 
 
 
 
 
 
 
講義資料、ボール、模造紙、音楽テープ、マジック、付箋紙 準備するもの 
具体的な展開と進め方 
 
○コミュニケーションの基礎となる人間関係づくりについて理解できたか。 
○参加者同士簡単な演劇づくりを通して、コミュニケーションのスキルを身につけることができたか。
まとめ（ふりかえり）のポイント 
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テーマ ＜１８０分＞ 
第８回 学校教育との関わりと目標の共有化 
 
この回のねらい 
学校のニーズや思いを知り、学校との目標の共有化を図る 
【実施上の留意事項】 
・この演習については、学校教員との合同研修として進める。教員にも課題意識を持って研修に参加し
てもらうようにする 
・学校教員には総合的な学習の時間等地域と関わりのある授業についての計画案を持って出てもらう 
構造モデルの位置付け 
１Ｂ 当該地域の生涯学習施策・社会教育 
３Ｂ 地域情報の組織化と提供 
５Ａ ネットワークの理解、つくり方 
構造モデル要素の組合せの意図 
学校とのねらいの共有化を図ることを目指し、さらに県の教育施策の理解も図る。また、学校教員と
の意見交換の中から、子どもの教育についての情報収集もおこなってもらうという点から３つの領域に
またがることとしている 
 
 
 
 活動 学習方法 内容 展開のポイント・留意点 所要時間 
導
入 
活動１ 演習の説明 ＫＪ法によるグループワー
クの方法を説明する 
中学校区でグループ分けをす
る 
１０分
活動２ 演習① ・学校にたりないもの・地
域にたりないもの 
・たりないものを補うため
の方法を考える 
ＫＪ法により付箋紙にテーマ
についての考えを出し合い、模
造紙にはり、まとめていく 
１２０分
展
開 
活動３ 演習② 共通の目標（キーワード）
づくり 
共通の目標となるキーワード
を短い文字にまとめる 
１０分
ま
と
め 
活動４ 発表・ 
まとめ 
参加者同士の思いの共有化
を図る 
ＫＪ法で作成したものを発表
しあうことによってまとめと
する。その際作成したキーワー
ドは、今後の学校区での教育活
動に活かしてもらう 
４０分
 
 
 
 
 
 
 
模造紙、付箋紙、マジック、ホワイトボード 準備するもの 
具体的な展開と進め方 
 
○子どもたちの教育について「学校の思い」「地域の思い」をお互いに理解することができたか 
○子どもの育ちについての学校の情報と地域の情報を交換することで目標の共有化を図ることができ
たか 
まとめ（ふりかえり）のポイント 
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テーマ ＜１８０分＞ 
第13回 チラシづくりと広報戦略 
 
この回のねらい 
学校支援ボランティアの募集等具体的な情報発信で使える広報の手法を学び活用するこ
とができる 
構造モデルの位置付け 
６Ａ 企画・設計・デザイン 
 
構造モデル要素の組合せの意図 
組み合わせなし 
 
 
 
 活動 学習方法 内容 展開のポイント・留意点 所要時間 
導
入 
活動１ 説明 チラシづくりの基本 チラシづくりの基本について
の説明 
２０分
展
開 
活動２ 演習① チラシをつくろう チラシづくりの手法を知ると
ともに、実際にチラシを作成す
る 
１３０分
ま
と
め 
活動３ 発表・ 
まとめ 
発表・まとめ・ふりかえり チラシを使ってＰＲをするこ
とにより、自分のチラシの自己
評価をし、次の改善へと活か
す。また、参加者のチラシ等を
みながらお互いに評価しあう 
３０分
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マジック、パソコン、絵の具セット 準備するもの 
具体的な展開と進め方 
 
○チラシづくりの手法を知ることができたか 
○事業広報用のチラシを作成することができたか 
まとめ（ふりかえり）のポイント 
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 第４節 地域教育プラットホームのコーディネーター 
 
１ 事業名 
地域教育プラットホームの活動を活性化するコーディネーター研修 
 
２ 事業の趣旨 
地域には、これまで培ってきた知識や技術をもとにボランティア活動の場を求める人、
漠然とではあるがボランティア活動に興味や関心がある人など、様々な理由でボランテ
ィア活動の扉を開こうとする人がいる。また、各種事業や行事等にボランティア活動の
場を開設し、ボランティアの参加・協力を求める人もいる。 
これらの情報を集め、まとめ、発信する地域の情報拠点「地域教育プラットホーム」
において、ボランティア活動希望者とボランティア活動の場をつなぐコーディネーター
に必要な知識・実践的技術の習得を図る。 
 
３ 対象 
地域でのボランティア活動実践者、公民館職員、社会教育主事有資格者等、社会教育
を推進する立場にある者 
 
４ テーマ・内容・研修プログラム 
（１）研修プログラム全体の編成の視点 
① プログラムの編成に当たっては、当該事業の趣旨・目的、当該事業でのコーディ
ネーターの役割など、基礎的事項を押さえた上で、総合的に資質・能力を高めるこ
とができるような段階的なプログラム編成を行う。 
② 日常の活動と研修は並行して行われるため、研修は２ヶ月に１回程度の割合で開
催することで、学び→実践→評価のサイクルを構築する。 
③ プログラムを実施する上での学習形態は、受講者の主体的な参加が図られるとと
もに、日常の情報交換等が活性化するネットワークの構築が図られるよう、可能な
限り講義とグループ協議や演習を組み合わせたものにする。 
④ 受講者自身がこれまでの取組を振り返ることができるとともに、新たな取組のき
っかけづくりができるよう演習による実践を通して技術・技能を高めるようにする。 
⑤ テーマの組み合わせについては、資質・能力の領域ごとの個別の学習テーマの実
施が大きく乖離することがないよう可能な限り同一回、若しくは連続した回で行わ
れるよう組み合わせる。 
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 （２）全体日程（日数・回数） 全４回 計24時間 
回 コマ テーマ（学習主題） 学習目標 主な学習内容 主な学習方法 予定講師 時間数 構造モデルの位置付け
1 
地域の情報拠点
「地域教育プラッ
トホーム」の 役割 
地域教育プラットホ
ームの役割について
理解し、業務 遂行の
指針とする 
地域活動を活性化する
ための 情報拠点となる
地域教育プ ラットホー
ムの役割 
 講義  ○学識経験者 1.5 
《基礎領域》 
１Ａ：生涯学習・社会教
育の基礎 
１Ｂ：当該地域の生涯学
習施策・社会教育
2 
 地域をつなぐコ
ーディ ネーター
の役割 
コーディネーターの
活動領域と職務内容
を理解し、業 務遂行
の指針とする 
コーディネーターの活
動領域 と職務 
 講義  ○学識経験者 1.5 
《基礎領域》 
１Ｃ：活動領域の基礎的
事項 
《コーディネート技法》
２Ａ：コーディネーター
の役割 
1 
3～4 
 地域をつなぐコ
ーディネーターの
活動の実際 
コーディネーターの
活動の実際から必要
とされる資質・能力
を確認し、業務遂行
の方策を探る 
コーディネーターの活
動の実際と求められる
資質・能力 
事 例 研 究
及 び グ ル
ープ協議 
○学識経験者 
○先進地コーデ
ィネーター 
○社会教育主事 
3 
《コーディネート技法》
２Ａ：コーディネーター
の役割 
《企画・設計・マネジメ
ント》 
６Ｂ：ＰＤＣＡサイクル
1～2 
地域情報の収集・
発信 
ボランティア活動希
望者及びボランティ
ア活動先の情報収
集・発信の在り方を
理解し、今後の方策
を探る 
ボランティア活動につ
ながる情報の収集・整
理・発信方法 
講 義 及 び
演習 
 ○学識経験者 
 ○社会教育主事 
3 
《基礎領域》 
１Ｅ：個人情報保護と情
報公開 
《地域情報の収集・組織
化・提供》 
３Ａ：地域情報の収集法
３Ｂ：地域情報の組織化
と提供 
2 
3～4 
ボランティア活動
を広げるネットワ
ークの構築 
ボランティア活動の
ためのネットワーク
構築の在り方を理解
し、今後の方策を探 
る 
ネットワーク構築の必
要性と診断 
講 義 及 び
演習 
 ○学識経験者 3 
《ネットワーク形成》 
５Ａ：ネットワークの理
解、つくり 方 
５Ｂ：ネットワーク診断
1 
ボランティア活動
ではぐくむ人権感
覚 
ボランティア活動を
推進する上での人権
教育の在り方を理解
し、業務遂行の指針
とする 
人権感覚の育成 講義 
○学識経験者 
○人権教育関係
所管課職員 
1.5 
《基礎領域》 
１Ｄ：人権教育 
2 
ボランティア活動
希望者とボランテ
ィア活動先をつな
ぐコーディネート
Ⅰ 
ボランティア活動希
望者とボランティア
活動先の情報をつな
ぐコーディネートの
在り方を理解する 
コーディネートに必要
な知識・技術 
講義 ○学識経験者 1.5 
《コーディネート技法》
２Ｂ：コーディネート技
法 
3 
3～４ 
ボランティア活動
希望者とボランテ
ィア活動先をつな
ぐコーディネート
Ⅱ 
ボランティア活動希
望者とボランティア
活動先の情報をつな
ぐコーディネートの
在り方を理解し、今
後の方策を探る 
コーディネートに必要
な知識・技術 
演習 
○学識経験者 
○社会教育主事 
3 
《コーディネート技法》
２Ｂ：コーディネート技
法 
1～2 
傾聴・共感、カウ
ンセリングの技術 
 学習相談に対応す
るカウンセリングの
在り方を理解し、技
術を高める 
 カウンセリングの技術
講 義 及 び
演習 
○学識経験者 
○カウンセリン
グ技術者 
3 
《コミュニケーション・
スキル》 
４Ａ：コミュニケーショ
ン論 
４Ｂ：カウンセリング・
スキル 4 
3～４ 
学校教育を支援す
るボランティア講
座の企画と ボラ
ンティア組織 
ボランティア講座の
企画とボランティア
グループの構築の在
り方を理解し、今後 
の方策を探る 
 講座の企画とボランテ
ィア組織論 
講 義 及 び
演習 
○学識経験者 
○プランニング
技術者 
3 
《企画・設計・マネジメ
ント》 
６Ａ：企画・設計・デザ
イン 
６Ｃ：組織マネジメント
 
（井浦 政義） 
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テーマ ＜１８０分＞ 
第２回 地域情報の収集・発信 
 
この回のねらい 
ボランティア活動希望者及びボランティア活動先の情報収集・発信の在り方を理解し、
今後の方策を探る 
構造モデルの位置付け 
１Ｅ 個人情報保護と情報公開 
３Ａ 地域情報の収集法 
３Ｂ 地域情報の組織化と提供 
構造モデル要素の組合せの意図 
３Ａと３Ｂは同じ構造モデルで取り扱っており、講義と演習として一体的に行うことで理解を深めよ
うとするもの 
また、ボランティアに関係する情報には個人情報が多く含まれるため、関連づけて取り扱い、情報の
適切な管理の必要性について理解を深めようとするもの 
 
 
 
 活動 学習方法 内容 展開のポイント・留意点 所要時間
導
入 
活動１ 講義 地域情報の考え
方と個人情報保
護について確認
個人情報保護法等の資料を活用して講義す
る 
６０分
活動２ 演習１ 情報収集方法の
確認 
(1)５名程度のグループに分かれ、既存の情
報収集方法を各自が付箋紙に記入する 
(2)模造紙に付箋紙を添付し、類似グループ
に分ける 
２５分
活動３ 演習２ 情報内容の確認 (1)収集している情報内容を各自が付箋紙に
記入する 
(2)模造紙に付箋紙を添付し、類似グループ
に分ける 
(3)個人情報に関係する内容を確認する 
２５分
活動４ 演習３ 情報発信方法の
確認 
(1)既存の情報発信方法を各自が付箋紙に記
入する 
(2)模造紙に付箋紙を添付し、類似グループ
に分ける 
(3)個人情報に関係する内容を確認する 
２５分
活動５ 演習４ 新たな取組の検
討 
(1)整理した模造紙を参考に、自身のこれま
での取組と対比する 
(2)新たな取組を検討し、意見交換する 
２０分
展
開 
活動６ 演習５ グループ成果の
全体発表 
ポイントをまとめて発表する １５分
ま
と
め 
活動７ まとめ まとめ・ふりか
えり 
発表を整理し、各自の新たな気づき、今後の
取組をまとめる 
１０分
 
具体的な展開と進め方 
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講義資料、付箋紙、模造紙、マジック、個人情報保護法等関係法令の資料 準備するもの 
 
○様々な情報収集方法、情報内容、発信方法があることを確認できたか 
○自身のこれまでの取組が再確認できたか 
○情報の適切な管理の必要性が理解できたか 
○今後の活動への気づきの機会となったか 
まとめ（ふりかえり）のポイント 
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テーマ ＜１８０分＞ 
第２回 ボランティア活動を広げるネットワークの構築 
 
この回のねらい 
ボランティア活動のためのネットワーク構築の在り方を理解し、今後の方策を探る 
構造モデルの位置付け 
５Ａ ネットワークの理解、つくり方 
５Ｂ ネットワーク診断 
構造モデル要素の組合せの意図 
５Ａと５Ｂは同じ構造モデルで取り扱っており、講義と演習として一体的に行うことで理解を深めよ
うとするもの 
また、ネットワーク構築は、地域情報との関連が深いため、午前の３Ａ・３Ｂと継続して行うことで、
理解を深めようとするもの 
 
 
 
 活動 学習方法 内容 展開のポイント・留意点 所要時間
導
入 
活動１ 講義 地域ネットワー
ク構築の必要性
の確認 
ネットワークの目的、方策等の考え方につ
いて講義する 
６０分
活動２ 演習１ 我が町のネット
ワークの確認 
 
(1)５名程度のグループに分かれ、モデルと
なるＡ市の地図、市政概要等をもとにボラ
ンティア活動に関連する情報を得られる
と思われるネットワーク先の名称、内容等
を各自が付箋紙に記入する 
(2)模造紙に付箋紙を添付し、名称、内容等
を整理する 
２０分
活動３ 演習２ 我が町のネット
ワーク診断１ 
整理した模造紙でネットワークの相互のメ
リットについて意見交換し、まとめる 
２０分
活動４ 演習３ 我が町のネット
ワーク診断２ 
整理した模造紙でネットワークの相互のデ
メリットについて意見交換し、まとめる 
２０分
活動５ 演習４ 我が町のネット
ワーク診断３ 
(1)まとめたメリット、デメリットを対比さ
せ、意見交換する 
(2)ネットワークを形成するときの留意点に
ついて意見交換する 
２０分
展
開 
活動６ 演習５ グループ成果の
全体発表 
ポイントをまとめて発表する ３０分
ま
と
め 
活動７ まとめ まとめ・ふりか
えり 
発表を整理し、各自の新たな気づき、今後の
取組をまとめる 
１０分
 
 
 
具体的な展開と進め方 
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講義資料、グループごとにモデルとなる市町村の市政概要や地図等の関連資料、
付箋紙、模造紙、マジック 
 
準備するもの 
 
○ネットワークの意義が理解できたか 
○ネットワークの診断の必要性が理解できたか 
○自身のこれまでの取組が再確認できたか 
○今後の活動への気づきの機会となったか 
まとめ（ふりかえり）のポイント 
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テーマ ＜１８０分＞ 
第３回 ボランティア活動希望者とボランティア活動先をつなぐコー
ディネートⅡ 
 
この回のねらい 
ボランティア活動希望者及びボランティア活動先の情報をつなぐコーディネートの在り
方を理解し、今後の方策を探る 
構造モデルの位置付け 
２Ｂ コーディネート技法 
 
構造モデル要素の組合せの意図 
組み合わせなし 
 
 
 
 活動 学習方法 内容 展開のポイント・留意点 所要時間
導
入 
活動１ 講義 ロ ー ル プ レ イ の 目
的、進め方の確認 
(1)事前に５名程度のグループ分けをし
ておく 
(2)ロールプレイの実施方法について確
認する 
３０分
活動２ 演習１ 場面、役割（演技者、
観察者）分担、演技
方法の確認 
ロールプレイの事例資料を活用し、場
面、演技者の役割を理解し、演技方法を
協議する 
３０分
活動３ 演習２ グループ演技 (1)グループごとに演技する 
(2)演技者、観察者が感想を発表し、コ
ーディネートの留意点を共有する 
５０分
展
開 
活動４ 演習３ 再演技 
 
(1)共有した感想をもとに演技者を交替
し、再演技する 
(2)演技者、観察者が感想を発表し、コ
ーディネートの留意点をまとめる 
５０分
ま
と
め 
活動５ まとめ まとめ・ふりかえり 共有したコーディネートの留意点をも
とに、各自の新たな気づき、今後の取組
をまとめる 
２０分
 
 
 
 
 
 
 
資料「ロールプレイの実施方法」、資料「ロールプレイの事例（場面設定、役割
者等記載）」（場面パターンや役割パターンを数種類準備）、感想記録用紙 
 
準備するもの 
具体的な展開と進め方 
 
○立場や状況での考えの違いが理解できたか 
○自身のこれまでの取組と対比することができたか 
○コーディネートの留意点を確認し、演技に活かしたり、演技を見ることができたか 
○今後の活動への気づきの機会となったか 
まとめ（ふりかえり）のポイント 
－ 70 －
     
演習資料
第３回
テーマ「ボランティア活動希望者とボランティア活動をつなぐコーディネートⅡ」
《ロールプレイの実施方法》
ロールプレイとは…
○ロールは「役割 、プレイは「演技」を意味します。」
○学習の内容に応じた場面設定を行い、学習者が話し手・聞き手・観察者等の役割
分担をし、演技を通して、様々な立場の人の意見や考えを理解し、多様な視点を育
てることができます。
○場面設定は、現実の問題や日常的に経験できない様々な場面を設定することがで
きます。
○演技は、これまでの経験や体験から演じたり、経験がないことへの対応を検討し
て演じたり、自分の心を感情のままに自由に、模擬的に演じることができるので、
人間関係の改善などに有効な手法です。
○また、他者の立場に立って考えたり感じたりすることができ、共感的な理解を図
ることができる手法です。
《ロールプレイの事例》
場 面 例
事例１ 今年１年、公民館の【ボランティア活動希望者からコーディネーターへ】
書道講座を受講してきた。書道の授業などで手伝いがしたい。どうしたら
いいか。
事例２ 小学校の応援ボラン【ボランティア名簿登録者からコーディネーターへ】
ティアに「登録してほしい」と言われて登録したが、半年も経つのに一回
も要請がない。どうなっているのか。
事例３ パソコンの授業にボランティア【学校からコーディネーターへ】小学校の
の協力をお願いしたい。誰か協力してもらえないか。
事例４ 小学校のパソコンの【ボランティア名簿登録者からコーディネーターへ】
授業にボランティアとして協力することになっている 「打ち合わせ会」。
で何回も学校に呼ばれるが、どうにかならないか。
事例５ 小学校のパソコンの授業にボランティア【学校からコーディネーターへ】
として協力をお願いしているが 「打ち合わせ会」になかなか出てきても、
らえない。どうしたらいいか。
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テーマ ＜１８０分＞ 第４回 傾聴・共感、カウンセリングの技法 
 
この回のねらい 
学習相談に対応するカウンセリングの在り方を理解し、技術を高める 
構造モデルの位置付け 
４Ａ コミュニケーション論 
４Ｂ カウンセリング・スキル 
構造モデル要素の組合せの意図 
４Ａと４Ｂは同じ構造モデルで取り扱っており、講義と演習として一体的に行うことで理解を深め、
コミュニケーション力を高めるとともに、カウンセリングの技術を高めようとするもの 
 
 
 
 活動 学習方法 内容 展開のポイント・留意点 所要時間
導
入 
活動１ 講義 カウンセリングの意
義等についての確認
 
カウンセリングの意義等、考え方につい
て講義する 
５０分
活動２ 演習１ 場面、役割（演技者、
観察者）分担、演技
方法の確認 
(1)５名程度のグループに分かれ、ロー
ルプレイの事例資料を活用して場面、
役割を確認する 
(2)演技者等の役割分担をし、演技方法
を協議する 
２０分
活動３ 演習２ グループ演技 (1)グループごとに演技する 
(2)演技者、観察者が感想を発表し、カ
ウンセリングの留意点等を共有する 
４５分展
開 
活動４ 演習３ 再演技 
 
(1)共有した感想をもとに演技者を交替
し、再演技する 
(2)演技者、観察者が感想を発表し、カ
ウンセリングの留意点を求める 
４５分
ま
と
め 
活動５ まとめ まとめ・ふりかえり カウンセリングの留意点をもとに、各自
の新たな気づき、今後の取組をまとめる 
２０分
 
 
 
 
 
 
 
 
講義資料、資料「ロールプレイの実施方法」、資料「ロールプレイの事例（場面設
定、役割者等記載）」（場面パターンや役割パターンを数種類準備）、感想記録用紙
 
準備するもの 
具体的な展開と進め方 
 
○立場や状況での考えの違いが理解できたか 
○自身のこれまでの取組と対比することができたか 
○カウンセリングの留意点を確認し、再演技に活かしたり、演技を見ることができたか 
○今後の活動への気づきの機会となったか 
まとめ（ふりかえり）のポイント 
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演習資料
第４回
テーマ「傾聴・共感、カウンセリングの技法」
《ロールプレイの実施方法》
ロールプレイとは…
○ロールは「役割 、プレイは「演技」を意味します。」
○学習の内容に応じた場面設定を行い、学習者が話し手・聞き手・観察者等の役割
分担をし、演技を通して、様々な立場の人の意見や考えを理解し、多様な視点を
育てることができます。
○場面設定は、現実の問題や日常的に経験できない様々な場面を設定することがで
きます。
○演技は、これまでの経験や体験から演じたり、経験がないことへの対応を検討し
、 、 、て演じたり 自分の心を感情のままに自由に 模擬的に演じることができるので
人間関係の改善などに有効な手法です。
○また、他者の立場に立って考えたり感じたりすることができ、共感的な理解を図
ることができる手法です。
《ロールプレイの事例》
内 容
事例１ 来年定年退職するの【ボランティア活動希望者からコーディネーターへ】
で、家族からボランティア活動を進められている。何をしたらいいか。
事例２ ボランティアコーデ【ボランティア活動実践者からコーディネーターへ】
ィネーターになりたい。どうしたらなれるのか。
事例３ 公民館のボランティ【ボランティア講座受講者からコーディネーターへ】
ア講座を受講しているが、受講者のサークルを作りたい。どうしたらいい
か。
事例４ 小学校の授業にボラ【ボランティア活動実践者からコーディネーターへ】
ンティアで３回行ったが、自分にはどうも合わないようだ。どうしたらい
いか。
事例５ 「登下校の見守り」【ボランティア活動実践者からコーディネーターへ】
、 。 。ボランティアをしているが Ａさんと意見が合わない どうしたらいいか
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第５章 社会教育を推進するコーディネーターの
役割と養成研修プログラムへの期待 
 
 
 
 
 
 
 第５章 社会教育を推進するコーディネーターの役割と養成研修プロ
グラムへの期待 
 
１ コーディネーターの役割 
20世紀は自由の時代、21世紀は交流の時代である。今やあらゆる分野で、世代間交流、
男女共同参画、異業種間交流、地域間交流、官と民との協働など、交流・連携が必要不
可欠なものとなっている。社会教育の分野にしても例外ではない。学社連携・融合、福
祉と教育の連携、企業と社会教育との協働など、交流・連携・協働の必要性が急速に高
まってきている。 
交流・連携・協働を有効に推進していくためには、関係する人、団体、機関、NPO な
どを取り結び、それぞれの思いや要求、力量などを調整していく、いわゆるコーディネ
ーターといわれる人が必要だが、社会教育を推進していくコーディネーターには、大き
く分ければ二つのタイプがあろう。 
一つは、地域の教育力を高めるといった目標・理念を達成するために、関係機関、団
体、地域住民や NPO などに呼びかけ、その趣旨への理解を求めながら、その実現に向け
て、それぞれが連携・協力していくように仕向けていく「企画遂行型コーディネーター」。
いうなれば「シーズ育成型」のコーディネーターがいる。 
もう一つは、実施すべき事業をより効果的にするために、人材などを求めている実施
主体のニーズと自分の特技や経験等を生かす場や機会を求めている団体、地域住民、NPO
などのニーズを調整するコーディネーター。事業を達成するために双方のニーズを仲
介・橋渡しする「事業達成型コーディネーター」、いうなれば「ニーズ調整型」コーディ
ネーターとも呼ぶべき人材が必要であろう。 
 
２ コーディネーター養成研修プログラムの作成と検証 
（１）コーディネーターに必要な資質・能力 
コーディネーターには、どのような資質・能力が必要か。「シーズ育成型」と「ニ
ーズ調整型」とでは、そこで求められる資質・能力は異なるだろうし、また地域によ
ってコーディネーターに期待される役割が違えば、そこで求められる資質・能力も違
ったものになるであろう。 
こうした違いがあるにしても、社会教育を推進するコーディネーターは、少なくと
も(1)基礎領域、(2)コーディネート法、(3)地域情報の収集・組織化・提供、(4)コミ
ュニケーション・スキル、(5)ネットワーク形成、(6)関連領域（平成20年度構造モデ
ルでは「企画・設計・マネジメント」に区分変更)からなる資質・能力を身につけるこ
とが必要ではないか。 
そう考え、平成19年度、表２（28ページ）に見るように、これら６領域の学習内容
でもって構成されたコーディネーター養成研修プログラムの構造モデルを提案したと
ころである。 
 
（２）プログラムの実証研究 
本年度は、この構造モデルの妥当性・有効性を検証するために、３つの県の事業に
活用してもらった。新潟県の「家庭教育支援者ステップアップ研修会」、島根県の「地域
コーディネーター養成講座」、福岡県の「ふくおか高齢者はつらつ活動拠点事業コーディ
ネーター研修」という事業に、この構造モデルを使ってもらい、研修を実施してもらった。 
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 ３県の事業とも、コーディネーター養成研修という事業であるが、新潟県の場合は
「家庭教育支援の核となる人材」を養成する事業ということもあり、コーディネータ
ーという役割や任務を制度的に担っていない人を対象として行われた。 
それに対して、島根県の場合は学校支援本部にすでに配置されている「地域コーデ
ィネーター」を、福岡県の場合は団塊世代や高齢者が持つ技術等を学校教育支援等で
活かすために設置された「地域プラットホームのコーディネーター」等を対象として
実施された。 
つまり新潟県では、これからコーディネーターになる人を「養成するための研修」
事業、島根県、福岡県では現にコーディネーターの任務についている人の力量を高め
るための「研修」事業に、この構造モデルを活用してもらったのである。 
 
３ コーディネーター養成研修プログラムへの期待 
この構造モデルの活用を通して、何が見えてきたか。コーディネーター養成研修プロ
グラムの必要性および有効性は認められるものの、若干の問題なり課題も浮かび上がっ
てきた。そこで、それらを踏まえながら、養成研修プログラムへの期待をこめて、今後こ
の構造モデルをどのように活用していけばいいのか、大きく三点ほど指摘しておきたい。 
 
（１）対象者のレベル 
当然のことながら、だれを対象として実施するか。それによって領域の順番の入れ
替え、各領域における時間配分、領域における学習内容・テーマのレベルを考える必
要がある。研修の対象者が、ボランティアからコーディネーターへなろうとする人な
のか、すでにコーディネーターの役についている人なのか、またニーズ調整型のコー
ディネーターを目指す人なのか、それともシーズ育成型のコーディネーターを目指す
人なのか、その違いによって、プログラムの順序を考えることが大事だといえる。 
 
（２）活動の場の違い 
現場においては学校支援コーディネーター、家庭教育コーディネーター、環境学習
コーディネーターなど、具体的な活動の場でのコーディネーターが必要になってきて
いる。したがって、それぞれの具体的な活動の場におけるコーディネーターにとって
必要とされる資質・能力は何か。そうした視点から、６領域の具体的な学習内容・方
法を見直す必要がある。特に(1)基礎領域においては、対象者に応じて学習内容の選定
が必要であろう。 
 
（３）学習方法の工夫 
さらに受講の実態に応じて、学習方法の工夫が求められる。講義方式にしても実践
例をふんだんに入れる、あるいは参加型学習を取り入れる、グループ討議、演習を取
り入れるなどの工夫が必要である。コーディネート技法やコミュニケーション・スキ
ルなどは十分に演習等に時間をかける必要がある。なお参加者は現場における問題・
悩みを多く抱えている。参加者が悩みや意見をぶつけあえる時間帯を設けるように工
夫したい。 
ともあれ、この構造モデルはあくまでもモデルであり、各地域によって期待されて
いるコーディネーターの役割に応じて、養成研修プログラムを一工夫してほしい。 
（讃岐 幸治） 
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